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午前１０時００分 開議

定足数に達してお○議長（堤 喜一郎君）

りますので、２日目の本会議を開きます。

議事に入る前に、去る１２日設置されまし

た予算審査特別委員会及び条例・補正予算等

審査特別委員会の２特別委員会の委員長、副

委員長の互選の結果を報告します。

予算審査特別委員会委員長小比類巻雅彦委

員、副委員長舩見亮悦委員、条例・補正予算

等審査特別委員会委員長堀光雄委員、副委員

長小比類巻正規委員と、それぞれ決しまし

た。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第２号をもって進めます。

─────────────────

◎日程追加の議決

この際、お諮りし○議長（堤 喜一郎君）

ます。

沖縄県で発生した米軍人による少女暴行事

件について、小比類巻雅彦議員から緊急質問

の通告があります。

小比類巻雅彦議員の緊急質問に同意の上、

日程に追加し、発言を許可することに御異議

ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、小比類巻雅彦議員の緊急質問に同

意の上、日程に追加し、発言を許可すること

に決定しました。

─────────────────

◎追加日程 緊急質問

小比類巻雅彦議員○議長（堤 喜一郎君）

の発言を許します。

１１番小比類巻雅彦議員の登壇を願いま

す。

通告に基づ○１１番（小比類巻雅彦君）

き、緊急質問をします。

今月１０日に、沖縄県において発生した在

沖縄米海軍隊員による少女暴行事件は、大き

な社会問題となっていると同時に、まことに

遺憾であります。

また、同じ米軍基地を抱える本市において

も他人事ではありません。このような犯罪が

三沢基地周辺においても起こりかねないと

思っております。仮に発生した場合、長年築

いてきた本市と基地との共存共栄に大きな影

響を与えるものであり、このような事件が起

きてはならないと考えます。

三沢市と同様に、米軍基地を抱えている沖

縄県内の自治体は、強く関係機関に抗議をし

ており、さらには、沖縄から離れた佐世保市

及び岩国市においても、市長が綱紀粛正を図

ることを米軍に対して要請しているとのこと

であります。

また、日本政府も、再発防止を徹底するよ

うに米軍に強く申し入れする考えを表明して

います。

以上のことを踏まえ、本市においても何ら

かの対策をとるべきと思うが、この件に対す

る市長の考えを伺いたいと思います。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

市長。

ただいまの質問にお○市長（種市一正君）

答えをいたします。

御質問の米軍人による沖縄での少女暴行事

件に対する市の対応についてお答えをいたし

ます。

このたびの沖縄県北谷町での米兵による少

女暴行事件につきましては、同じ米軍基地を

抱える自治体の長として、まことに遺憾であ

るとともに、決して許されるものではないと

思っております。

このような事件は、米軍人と生活をともに

する三沢市民の不安を増大させるだけではな

く、市の基本姿勢であります、まさに基地と

の共存共栄への影響も懸念されることから、

今後、三沢市においても同様の事件が発生す

ることのないよう、速やかに私から直接、地

元米軍三沢基地司令に対し、綱紀粛正及び教

育の徹底について要請したいと考えておりま

す。

以上であります。

以上で、１１番小○議長（堤 喜一郎君）
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比類巻雅彦議員の緊急質問を終わります。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

日程第１ 市政に○議長（堤 喜一郎君）

対する一般質問を行います。

お手元に配付しております質問一覧表のと

おり進めます。

９番堀光雄議員の登壇を願います。

おはようございま○９番（堀 光雄君）

す。市民クラブの堀光雄です。通告に従いま

して、基地問題、財政問題、そして教育問題

の３件について質問をさせていただきます。

質問に入る前に、議長のお許しをいただ

き、この任期中の最後の市議会となりますこ

とから、少しばかりこの４年間を振り返って

みたいと思います。

平成１６年３月に市議会議員として、市民

の負託を受け、この議場に議席を得て以来、

早いもので１期目４年が終わろうとしており

ます。

この間、内外の政治・経済は言うに及ば

ず、社会全般にわたってさまざまな出来事や

変革がありました。特に、我が市政において

は、思いも寄らない、まさに三沢市の歴史に

残る激動に見舞われたことは御承知のとおり

であります。

また、地方自治においても、財政問題や少

子高齢化時代に入り、これほどの短期間に、

まさにその存亡が問われるような危機的状況

になろうとは、だれが予想できたでしょう

か。こうした中で、議員として、その責任を

果たし得ただろうか、自問自答することしき

りであります。

しかしながら、大過なく今日に至ったこと

は、堤議長をはじめ、特に、大先輩で、今期

限りで勇退を表明されている馬場義美先生か

らいただきました数々の御指導、御助言など

に対して、この場をおかりいたしまして、心

から感謝を申し上げるものであります。

それでは、一般質問に入らせていただきま

す。

最初に、基地問題の在日米軍の再編につい

てお尋ねをします。

在日米軍の再編は、抑止力の維持を図りつ

つ、米軍基地が集中する沖縄県の嘉手納基地

などの負担を軽減するため、在日米軍や自衛

隊の配置を見直したものであることは周知の

とおりであります。

そうした中で、三沢基地の場合は米軍基地

であると同時に、日本の航空自衛隊の主要基

地でもあり、いささか複雑な事情もあったや

に聞いております。

三沢市においても、市議会の基地対策特別

委員会を中心に、さまざまな議論、検討がな

され、また、執行部においても大変な御苦労

をされ、最終的には基地との共存共栄を堅持

する観点から、苦渋の判断としながらも容認

したものであり、このことは、私自身も日本

の中長期的な国防のあり方を考えるに、極め

て重要であり、適切な判断であったと確信を

しております。

さて、基地をはじめとする国防にかかわる

さまざまな施設は、地域住民に対し、飛行騒

音をはじめ、心理的な面をも含めた多種多様

な影響を及ぼしているのが実態であります。

これらの、いわゆる民生安定対策は、国の責

任において行われるべきことであり、住民や

市町村にいささかの負担や犠牲があってはな

らないものであります。

今回の再編交付金制度は、その対策の一環

であると理解するものであり、その評価のほ

どは今後なされると思いますが、次の点につ

いてお伺いします。

三沢基地における在日米軍再編後の移転訓

練の実施回数、他基地から飛来した機数や機

種、そして、これに伴う飛行騒音などとあわ

せまして、特に従来と変わったことがあるの

か、伺いたい。

次に、財政問題の平成２０年度における地

方交付税の動向についてであります。

昨年末、政府は、格差是正に重点を置いた

平成２０年度予算の政府案を閣議決定したと

ころであります。それによりますと、国債の

新規発行額を４年連続で減額して、財政健全
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化路線を継続するとしながらも、地方の活性

化や中小企業対策などを盛り込んでおりま

す。

特に、我々地方自治体にとって最大の関心

事である地方交付税が、４,０００億円の特

別枠を創設して、税収の少ない自治体に手厚

く配分することを行うなど、対前年比較で

１.３％増の１５兆６,１３６億円の予算案と

なりました。これは、実に３年ぶりに増額と

なったと伺っております。

これらの動きは、さきの参議院選挙で自民

党が大敗したことによるなど、その事情とし

てさまざまなことが巷間に言われております

が、いずれにしても、財政が極めて厳しい

我々の地方自治体にとっては朗報であり、歓

迎するものであります。

そこで、お伺いします。言うまでもなく、

国会審議が終わっていないことは御承知の上

でありますが、当然のことながら財政担当部

署では必要な情報収集を行うとともに、ま

た、これまでの経験上からも大体の試算が可

能であると思われますが、仮にこの予算案が

成立した場合、三沢市に対する交付税額がど

の程度見込まれるのか、お伺いするものであ

ります。

最後に、教育問題の学校給食における地場

産品の大幅な活用についてお伺いします。

近年、学校給食をめぐり、給食費の不払い

問題が全国的に大きな社会問題となっており

ます。

関係する法律を調べてみたところ、学校給

食法が施行されたのは、今から５０年以上前

の昭和２９年でありました。終戦直後の混乱

が一応おさまってはいたものの、決して食料

事情は良好とは言えない時代だっただけに、

児童生徒の影響改善を第一の目的としたもの

でありました。

しかし、時代は変転し、今や世界じゅうの

ありとあらゆる食材が、日常的に、しかも手

軽に手に入ることができるようになり、日本

の歴史上、かつてない、いわゆる飽食の時代

となりました。しかし、その一方で、食物を

粗末にする風潮も顕著になり、その結果、年

間２,３００万トンを超える大量の食品残渣

が発生していることは御承知のとおりであり

ます。

また、何よりも食に根差した地域の食文化

や郷土愛が崩壊し、深刻な社会問題となり、

この対策として、食育教育が叫ばれている今

日であります。食育教育については、別の機

会にするとして、私は学校給食において、地

場産品の活用を積極的に行うべきと考える者

の１人であります。

三沢市は、農産物であれ、魚介類であれ、

全国に誇れるすばらしい食材に恵まれており

ます。この地場産品の活用については、平成

１６年に制定された食育基本法に基づき、学

校給食で使用される食材の３０％を地場産品

とする取り組みが進められております。

こうした中で、当市では、給食食材とし

て、一部地場産品が使用されていると聞いて

おります。しかしながら、まだまだ不十分で

あると言わざるを得ません。なぜ、全国に自

慢できる地場産品を持ちながら、自分たちの

地域の子供に食べさせないのでしょうか。

全国には、地場産品を積極的に取り入れ、

地域おこしや食育教育に大きな成果を上げて

いる実例がたくさんあります。恵まれた環境

にある三沢市では、必ずや実現できると確信

をしております。

冒頭に触れた学校給食法改正の動きもあり

ます。何よりも種市市長が先頭に立って進め

ている新しい給食センター建設のめどがつい

たと伺っております。これを契機に地場産品

の大幅な活用、導入をするべきと考えるが、

当局の考えを伺いたい。

以上で、私の一般質問を終わります。御答

弁のほどをよろしくお願いいたします。

ただいまの９番堀○議長（堤 喜一郎君）

光雄議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

ただいまの堀議員さ○市長（種市一正君）

ん御質問のうち、基地問題は私から、その他
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については関係部長等からお答えさせますの

で、御了承いただきたいと思います。

それではまず、御質問の三沢基地における

訓練移転の実施状況についてお答えをいたし

ます。

三沢基地を使用した訓練移転は、これまで

一度、平成１９年７月１７日から２０日まで

の４日間実施されております。その訓練内容

は、沖縄県の米空軍嘉手納基地所属のＦ－１

６戦闘機５機が参加し、三沢基地周辺の空域

において実施したところであります。

また、当該期間中における飛行騒音につい

ては、国と市それぞれが常時設置している騒

音測定器で、当該訓練期間と平成１８年度の

年間平均を比較いたしましたが、今回の訓練

に関しては大きな変化は見られず、騒音に対

する苦情もなかったところであります。

なお、特に今回の訓練において、従来の訓

練と変わった点は、嘉手納基地所属の隊員約

８０名が市内のホテルに宿泊し、また、これ

に伴い、国が三沢防衛施設事務所に訓練移転

対策現地連絡本部を設置いたしたところであ

ります。

私からは、以上であります。

大変失礼しました。Ｆ－１６と言いました

が、Ｆ－１５であります。訂正いたします。

企画財政部長。○議長（堤 喜一郎君）

御質問の財○企画財政部長（月館 孝君）

政問題、当市に見込まれる平成２０年度地方

交付税額についてお答えいたします。

国の平成２０年度予算案において、地方交

付税額等として１５兆６,１３６億円が計上

されております。その中で、地方交付税につ

きましては、地方自治体への配分額として、

前年度比１.３％増の１５兆４,０６１億円と

３年ぶりに増加となったところであります

が、これは地方再生対策費の創設に伴い、

４,０００億円の増額となったことが大きな

要因となっております。

当市への地方交付税の算定に関して、平成

２０年度から創設される地方再生対策費は、

国の試算が発表されておりますが、交付税の

算定については、法令の改正に基づいて行わ

れますので、算出方法に係る改正点及び算出

の基礎となる数値が未確定なため、現時点で

は、国の予算における増加率１.３％で見込

むのが適切と考えます。

この増加率をもとに試算いたしますと、普

通交付税は３９億２,６８７万３,０００円

で、前年度に比較すると５,０３９万４,００

０円の増額となり、特別交付税は８億４,１

６５万３,０００円で、対前年比１,０８０万

１,０００円の増額となり、合計では４７億

６,８５２万６,０００円で、対前年度比６,

１１９万５,０００円の増額見込みでありま

す。

なお、市町村財政担当課長会議において、

県は、地方再生対策費で４,０００億円増額

となったが、この部分を除くと、基本は減ら

されており、県内市町村に対する交付額は微

増の見込みであるとし、一般財源の確保はま

だまだ油断できない状況であるとの説明があ

りましたことから、今後とも歳入の確保及び

歳出削減に取り組み、市政発展に不可欠な事

業予算の確保に努めてまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

教育長。○議長（堤 喜一郎君）

教育問題の学校給○教育長（横岡勝栄君）

食についてお答えいたします。

三沢市学校給食センターでは、栄養バラン

スのとれた献立作成及び安全・安心な食材確

保、地産地消の促進を図りながら、新鮮で生

産者の顔が見える地元農産物や加工品を取り

入れるため、農業者及び商工関係者と共同

し、地産地消の啓発・普及に努め、安全・安

心な食材を確保することとしております。

また、ふるさと産品消費県民運動を推進す

る中で、当市の学校給食センターの重点目標

に地産地消の励行を掲げ、取り組んでおりま

す。

また、御質問の学校給食の食材として利用

している農産物は、年間を通しておよそ３７

品目、魚介類では９品目で、そのうち、地場
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産品の農産物はおよそ７品目、魚介類では３

品目であり、品目全体の使用は２２％を占め

ております。

その主な品目として、農産物では、米、ナ

ガイモ、ジャガイモ、シイタケ、ゴボウ、大

根、野菜加工品等があります。また、魚介類

では、イカ、サケと魚介類加工品等でありま

す。

特に、使用量では、米１００％、ナガイモ

１００％、シイタケ１８％、ゴボウ８％、

ジャガイモ７％、そして、農産物加工品１８

％などが主な使用品目であります。

今後におきましても、一層の地場産品の大

幅な活用を図るため、献立会議で調理等の工

夫、改善に努めるとともに、使用食材の納入

については情報を密にし、安全・安心の食材

調達を行ってまいります。

また、市農政水産課、ＪＡおいらせ、生活

改善グループ、三沢市漁業協同組合などと連

携を保ちながら、農産物加工施設の建設計画

とあわせて、地元農産物の利用拡大と加工品

及び加工食品の開発、研究に努め、食習慣の

形成時期にある子供たちに、四季折々の地元

食材を取り入れ、より充実した給食の献立づ

くりに取り組み、子供たちにふるさとを思う

心を育ててまいりたいと考えております。

以上でございます。

９番。○議長（堤 喜一郎君）

教育問題について再○９番（堀 光雄君）

質問させていただきます。

ただいま教育長から答弁いただきましたけ

れども、私はよくわかりません。言うよう

に、現状では、地場産品の活用は２２％と低

いことは私も承知しております。確かに、献

立会議も必要だと思います。生産者団体との

連携も重要であることは言うまでもないと。

残念ながら期待に反して、何ら具体的な考

えが示されなかったなと、このように感じら

れてなりませんけれども。

そこで、改めてお尋ねしますけれども、聞

くところによりますと、県レベルの組織で、

学校給食協議会なるものがあって、食材調達

がなかなか思うようにいかないというふうに

聞いております。この点の問題などを踏まえ

た上で、三沢ならではの具体策をもう一度お

聞かせください。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

教育長。

お答えさせていた○教育長（横岡勝栄君）

だきます。

今のお話にありましたように、学校給食食

材は、青森県を一括統一した学校給食共済組

合というのがありまして、そこから格安の食

材を大量に買って、少しでも子供たちに安く

ということで、共済組合というのがありま

す。

どうしてもその共済組合に左右される一面

はありますが、今後、先ほど述べました、新

しく農産物加工センター、いわゆる学校給食

センターが誕生いたします。今、市長さんが

力を入れて、その建設に力を注いでくれてお

ります。

そういう意味で、農産物加工センターで、

今後予想される加工品、加工食材を大いに奨

励して、子供たちに地元産品、地場産品を大

いに活用していきたいというふうに考えてお

りますので、御理解賜りたいと思います。

以上です。

ありませんか。○議長（堤 喜一郎君）

９番。

今、格安でという話○９番（堀 光雄君）

がありましたけれども、これには、格安とい

うことは、例えばこれは国産のものなのか、

それとも外国産も入っているのか、再度答弁

いただきたいと思います。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

教育長。

お答えさせていた○教育長（横岡勝栄君）

だきます。

ほとんどが日本産であります。外国産のも

のは、小麦粉、カナダ産、これが８０％に

なっております。それと、岩手県の小麦粉２

０％ということで。岩手県は国産でした。済

みませんでした。外国産、カナダ産の小麦粉
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が８０％ということで、ほとんど日本産のも

のということになっております。

以上でございます。

以上で、９番堀光○議長（堤 喜一郎君）

雄議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

３番附田一議員の登壇を願います。

３番、無会派の附田○３番（附田 一君）

一でございます。通告に基づきまして、質問

させていただきます。

まず最初に、平成２０年度一般会計予算に

係る主なる歳出削減及びその目玉は何かにつ

いてお伺い申し上げます。

このことにつきましては、さきに行われま

した議案説明会、そして、本会議冒頭での提

出議案市長趣旨弁明により、おおよそは理解

しているものの、お伺い申し上げるものであ

ります。

私は、昨年の第４回定例会におきまして、

平成２０年度当初予算の編成方針について、

「現状をしっかりと見きわめた上で、減額や

むなし、現状維持、あるいは増額とするな

ど、さまざまなバリエーションを持たせた予

算編成にすべき」の意見を述べながら伺った

ところであります。

市長から、「行財政改革を継続しながら、

事務事業の、いわゆる選択と集中を図りなが

ら、現在進行中のアメリカ村関連整備事業、

新三沢病院建設事業及び市道整備事業等を着

実に推進」してまいる。そしてまた、「新た

に策定する三沢市総合振興計画に基づき、産

業の振興、まちなか再生の推進、広域観光の

推進のほか、医療、福祉、教育等のさらなる

充実を目指した、安心して暮らせるまちづく

りの推進に主眼を置きながら」取り組んでま

いるとの答弁でありました。

過日、２０年度の一般会計予算書を一見し

たところ、１９年度と比すれば８,８００万

円の減となっております。これは、国庫支出

金や地方交付税の減によるものと予想すると

ころでありますが、青森県では、原発関係の

固定資産税の増加で、六ヶ所村及び東通村が

不交付団体となっております。あとの３８市

町村は、地方交付税頼みといったのが現状か

と思います。

そういうことからすると、自主財源の乏し

い自治体にあっては、地方交付税の減額は財

政の窮迫に直結するものであり、ここ数年来

の目減りにはため息が出るばかりで、残念で

なりません。

このように減額を強いられ、苦しい中での

１８５億４,２００万円の予算編成に当たっ

ては、市長をはじめ、職員各位の並々ならぬ

努力の結果であり、深く敬意を表するもので

あります。

そこで、平成２０年度の予算は、３年前の

１７年度予算額２０５億７,８００万円から

２０億３,６００万円の減、そして、１９年

度に比しての８,８００万円の減となってい

るわけですが、冒頭申し上げましたように、

歳出削減の主なるものをお伺いするととも

に、２０年度予算の目玉といいますか、その

めり張りについてお伺いするものでありま

す。

それでは次に、市立三沢病院の建設に係る

一般競争入札の公告内容についてお伺い申し

上げます。

附田一はまたしても病院とお思いでしょう

が、このたびは、市の財政を案ずるがゆえに

質問するのでありますから、御理解賜りたく

存じます。

病院が新しくなり、地域の中核病院とし

て、その機能を遺憾なく発揮することを市民

だれしもが望むところと思う次第でありま

す。しかしながら、１２９億円もの巨費を投

じなければならない現実を注視すれば、市財

政の 迫をさらなるものにすることは否めな

く思うところであります。

昨年１１月２２日、青森県市町村振興課の

職員の方々が参り、私ども議員に対し、「第

２次地方分権改革と市町村行政改革につい

て」と題し、勉強会が開催されました。その

中で、本市の財政状況等一覧表をもとに説明

を受けたところでございます。
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本市の場合、平成１８年度において、実質

公債費比率が２０.３％ということで、県の

方は、「これは高いですよ。加えて、病院建

設を計画しているようですが、これが加算と

なれば危ないですよ」と言われたことが脳裏

から離れておりません。

また、ことしに入っての１月２５日、ＮＨ

Ｋのニュースで、公立病院の建設費が経営を

圧迫、全国の自治体が経営する公立病院の７

０％以上が赤字ですが、過去１０年間に建設

された公立病院の建設費は、ベッド１床当た

り３,３００万円余り、国立病院機構の病院

の２倍以上で、病院経営を圧迫する大きな原

因となっていることがわかりましたと報道さ

れております。

さらに、インターネット上に、ある公認会

計士が、「こうしたら自治体病院の建設費は

民間並みに出来る」と載せてありました。私

が注目したのは、民間建設費は１床当たり

１,０００万円とあったところであります。

そしてまた、大手ゼネンコンの役員の話とし

て、「病院１床当たり１,５００万円あれば

上」ともありました。

果たして、本市の新しい病院の場合は、１

床当たりの額は幾らになるのでしょうか、大

いに心配するところであります。

と思いながら、この原稿を整理しておりま

した。そのときに、一昨日ですが、「病院が

町を追い詰める」のタイトルで、ＮＨＫのク

ローズアップ現代が飛び込んでまいりまし

た。地方の抱える時限爆弾とも言える自治体

病院の赤字、未曾有の事態に地方自治体住民

はどう対処するのか、厳しい決断を迫られる

地方の現場にと北海道赤平市にカメラを向け

ての、それは厳しくもびっくりするものであ

りました。

建設から診療に至っての赤字に対しての資

産捻出のため、軽自動車税の値上げ、水道料

金の値上げ、さらに、職員の給与３割カット

などなど、市民、職員に対し負担を強いる結

果となっております。

中身が濃く、見ばえのいいものはだれもが

欲するところでありますが、お金もかかりま

す。私は、設計士さんの思い入れに迎合して

いないことを願いとともに、その心配が杞憂

に終わることを願うばかりであります。

さて、心配する、そして、されている病院

の建設について、いよいよ今月２８日、入札

との公告がなされたところでございます。

ここで、いささか旧聞に属すると思われま

すが、極めて大事なことと思うゆえに申し上

げます。

去る１８年６月９日、協同組合三沢建設業

協会並びに三沢建設業関連団体協議会の２団

体から、三沢市立病院建設に係る地元業者へ

の優先発注についての請願を受け、市議会総

務文教常任委員会が開催されております。

委員から、地元企業が受注したが、高くつ

いたでは困る。中央大手と競争しても、十分

安くやれるようでなくては困る。本当に地元

業者だけでできるかが大きな判断材料だ。

そしてまた、三沢市の昨年度の落札率が公

表されたが、一般的には、９０％以上を超え

ると、談合があったと想定するのが普通との

報道がある。八戸市では、公正取引委員会が

入った事件があってから８０％近くまで落ち

ている。三沢市の９４％の違いはどこにある

のか。

さらに、実際、地元業者でできるのか、同

じ条件でゼネコンと競争できる資質を持って

いるのかに対し、担当部長から、地元業者に

は耐震構造の実績はあるが、免震構造の実績

はない。でも、実績がないからできないとの

判断はできない等々の議論がなされておりま

す。

結果的に、本会議において、地元業者への

優先発注が全会一致で決議されております。

去る２月８日に開催されました種市市長市

政報告会において、後援会会長であります竹

林商工会長が、「新病院の建設に当たって

は、地元建設関係者すべてが参画でることを

望む」と声を大にしておっしゃっておりまし

た。

私も、地元の人が工事に参画できる、地元
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に市の予算が環流する、そのような観点か

ら、議会決議ともども大いに賛成でありま

す。しかしながら、先ほど申し上げました総

務文教常任委員会での一部先輩議員の発言

は、まさにであり、同感といったところでも

あります。

素人考えで、大きな建物は、今までのよう

に指名競争入札により、実績のある大手ゼネ

コンと地元業者とのＪＶでの建設と思ってお

りました。ところが、一般競争入札との公告

であります。この一般競争入札、一知半解で

すが、入札参加資格を有するものであれば、

だれでも参加できると理解するところであり

ます。

これは、どこぞの１円入札ではないけれ

ど、予定価格より大幅に安くできるのではと

思いきや、県内の企業に限るとかの地域要件

や、３ないし６社のＪＶ構成員数等との制限

が設けられております。これでは、一般競争

入札とは名ばかりのように私には映ります。

今、私は、地元業者を案ずる気持ちと、市

の財政を案ずる気持ちが交錯しております。

そこで、議会決議の地元業者優先発注を重

んじたのならば、本体工事について、あれこ

れ心配無用と、地域要件も、三沢市の企業と

銘打てばよかったと思いますが、なぜに県内

企業等の要件にしたのか、伺うものでありま

す。

そしてまた、事務手続上合法的で問題はな

いと思いますが、本体建築工事５０億７,５

９１万円、何十年に１回と目されるビッグな

事業であります。公告する前に、その姿勢を

つまびらかにする意味からも、一般競争入札

あるいは指名競争入札にするのかなど、議会

側に相談または説明があってもしかるべき

だったと思いますが、お伺い申し上げるもの

であります。

最後に、病院予定地の買収済みの面積及び

今後の買収予定面積についてお伺い申し上げ

ます。

以上でございます。ありがとうございまし

た。

ただいまの３番附○議長（堤 喜一郎君）

田一議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

附田議員さん御質問○市長（種市一正君）

のうち、平成２０年度予算については私か

ら、その他については関係部長等からお答え

をさせますので、御了承願いたいと思いま

す。

まず、御質問の平成２０年度一般会計予算

における主な歳出削減項目及び目玉となる事

業についてお答えをいたします。

平成２０年度の一般会計当初予算が、３年

前に比べて約２０億円の規模縮小となってい

ることから、平成１８年度以降の歳出削減項

目について御説明申し上げます。

既に御承知のとおり、ここ数年において

は、国の三位一体の改革により、厳しい財政

運営を余儀なくされてきたところであります

が、三沢市といたしましては、健全財政を維

持するため、全庁一丸となって行政改革、収

支均衡策に取り組んできたところでありま

す。

歳出削減の具体的な内容を申し上げます

と、まず、普通建設事業についてですが、小

学校整備事業の終了や、その他の事業の見直

しによりまして、１５億２,３００万円の減

となったところであります。

また、人件費については、集中改革プラン

による職員数の減、職員の期末手当、管理職

手当等の減額、超過勤務の抑制等により、平

成１９年度までに１億６,４００万円の削減

をいたしました。

負担金及び補助金については、その必要性

等を見直し、平成１９年度までに約９,００

０万円の削減をいたしたところであります。

さらに、事業の見直しによる各特別会計の

繰出金を約１億３,５００万円の減としたと

ころであります。

また、指定管理制度導入によりまして、経

費節減効果は約６,４００万円となってお

り、その他一般行政費の２％を削減する予算
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枠配分制度の施行等により、平成１８年度及

び１９年度の２カ年で１９億４,１００万円

の予算規模縮小したところであります。

平成２０年度におきまして、区画整理事業

特別会計への繰出金が、事業の前倒しにより

まして約７,３００万円の増、高金利起債の

繰上償還のための経費として約６,８００万

円の増となったものの、その他の経費につい

ては、従前と同様の考え方で予算編成に臨

み、退職者の不補充等によりまして、人件費

約２億２,２００万円、委託料の見直し等に

よる物件費で約６,５００万円、普通建設事

業で約３,５００万円の削減をした結果、一

般会計全体では、対前年度比で８,８００万

円、０.５％の減となったところでありま

す。

持続可能な財政運営を目指すために、この

ような予算編成を行ってまいりましたけれど

も、平成２０年度予算の目玉事業としては、

新病院建設事業、そして、アメリカ村関連の

事業及び学校給食センターの機能を持たせ

た、いわゆる農産物加工施設事業にかかわる

経費を予算に盛り込んでおります。

あわせて、三沢市総合振興計画におけるま

ちづくりの六つの基本方針に基づき、「健康

で助け合うまちづくり」として、市内小中学

校へのＡＥＤ、いわゆる自動体外式除細動器

の設置及び妊婦健康診査委託料の増額。「環

境と共生し安心できるまちづくり」として、

化学消防ポンプ自動車整備事業及び防犯灯設

置事業。「豊かな心と体を育むまちづくり」

として、市内小中学校に配置するスクールサ

ポーターの増員及び国際交流関係事業。「働

き暮らせるまちづくり」として、細谷工業団

地整備事業。「生活に便利なまちづくり」と

して、市道整備事業。そして、「健全で開か

れたまちづくり」として、市民との協働によ

るまちづくりを目指すために、航空機進入表

面下町内会等交付金の増額や、市制施行５０

周年記念事業等にかかわる経費を織り込み、

市政発展に不可欠な事業予算の確保を図るべ

く、重点配分型予算としたところでありま

す。

私からは、以上であります。

総務部長。○議長（堤 喜一郎君）

市立三沢病院建○総務部長（糸井健二君）

設についてお答えいたします。

三沢市立三沢病院防音機能復旧事業に係る

建設工事につきましては、工事を５件に分離

して、１月２９日に、事後審査型制限つき一

般競争入札で実施する旨、公告いたしたとこ

ろであります。

平成１８年三沢市議会第２回定例会での、

三沢市立三沢病院の建設について、地元業者

への優先発注を求める決議があったにもかか

わらず、この工事の地域要件がなぜ県内の業

者になったのかとの御質問ですが、工事を含

めた公共事業の発注に当たっては、関係する

法令等に基づき、競争性、公平性、透明性の

確保に留意する必要があると考えておりま

す。

その基本的な事柄と、市がこれまでに実施

した大型建設工事における入札実施状況、地

元業者の工事実績、他市が行った同種の入札

状況等を三沢市建設業者指名審査会において

検討した結果、地元業者に限定して行う競争

入札では、競争性の確保が困難であると判断

し、地域要件を県内に拡大した一般競争入札

で行うこととしたものであります。

また、入札方法等について、市議会への報

告があってもよかったのではないのかとの御

指摘につきましては、発注に対する市の考え

方は、先ほども申し上げましたように、競争

性、公平性等の確保に留意いたしますと、市

議会における決議の趣旨と同様であるとの認

識であります。

以上でございます。

建設部長。○議長（堤 喜一郎君）

市立三沢病院の○建設部長（藤田正次君）

建設についての第２点目、建設予定地につい

てお答えいたします。

当初の三沢市立三沢病院建設に伴う全体計

画の素案では、約９ヘクタールの周辺整備を

含めた案を公表しており、その後、建物本体
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の実施設計が完了いたしましたことから、病

院事業建設用地分として、約４.４ヘクター

ルすべてを今年度において買収手続を終了い

たしております。

また、道路等病院周辺の整備については、

現在、調査設計を進めているところであり、

今後においては、財政状況、地域環境等を考

慮し、最大限の効果が得られるよう計画の見

直しを含め、関係機関と協議しながら整備を

進めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

３番。○議長（堤 喜一郎君）

それでは、再質問さ○３番（附田 一君）

せていただきます。

予算につきましては、歳出削減の努力、敬

意を表します。がしかしであります。私は、

３年前からの一般会計２０億３,６００万円

の削減にもかかわらず、簡単に言えば、私ど

もの議会費でありますが、ここ数年来、何ら

変化がないような気がいたしております。

私の友人が、「君には悪いが言わせてもら

う。議員の報酬は高い。視察研修と称して、

たびたびおまえは出張しているようだが、成

果を出しているのか」、「それは出している

よ」とは答えておきましたけれども、「研修

の報告書は、おまえが自分で書いているの

か」などなど厳しく言われたことがありま

す。

そう思っているときに、去る１月１５日、

「むつ市議会 改革本腰 市の赤字解消計画

に協力」と大きな見出しで新聞報道されまし

た。

議員報酬の余りの削減は、政治への志の高

い若い人が、その挑戦に二の足を踏む。そう

いう異論も聞きますが、世論は総じて、先ほ

どの私の友人の思いだと思います。職員の皆

さんも俸給の減、先ほど２億円どうのこうの

ありましたけれども、あわせて期末手当３年

連続１０％カットなど、まさに砂をかむ思い

で協力していると思います。

私は、市の金庫を預かる市長から議会側

に、議会費削減に向けての協力要請があって

しかるべきと思うところでありますが、市長

の所見を伺いたく思います。

次に、地域要件ですけれども、結果的に

は、市内の企業は免震等への技術的難易度に

対応できない、あるいはできる企業がない、

失礼ながらそのように受けとめました。ゆえ

に県内に範囲を広げた──私は全国に広げて

もらいたかったのですけれども。県内におい

ても、免震等々の難易度に対応できる企業

は、私はそんなに多くはないと思います。何

社ぐらいあるものでしょうか、お伺いしま

す。

次に、病院の予定地ですけれども、買収部

分面積については、本体部分に要する土地等

もありますが、残っているのは、先ほど部長

さんが言われました、道路やらと言っていま

したけれども、そのようなものに使うかどう

か、改めてお伺い申し上げます。

以上でございます。よろしくどうぞお願い

します。

答弁願います。○議長（堤 喜一郎君）

市長。

お答えをしたいと思○市長（種市一正君）

います。

議員の報酬並びに定員云々ということの質

問であったと思いますが、私の言及の及ぶと

ころではないだろうと思います。

総務部長。○議長（堤 喜一郎君）

議員さん再質問○総務部長（糸井健二君）

の、この規模に対応できる業者は何社程度あ

るのかという御質問でございますけれども、

建設業者は、経営事項審査を受ける時期が、

業者ごとに決算期で違うことや、自主結成に

よる企業体での入札参加ですので、あくまで

も入札参加条件である点数から判断いたしま

すと、企業体の代表者資格を持つ業者の潜在

的な数は１５社前後となっております。

以上でございます。

建設部長。○議長（堤 喜一郎君）

再質問にお答え○建設部長（藤田正次君）

いたします。

病院の建設用地の残っているものはという
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ことなのですが、ただいま道路等につきまし

ては、測量調査を進めているところでござい

ます。正確な数字というのはまだ出せません

けれども、おおむね１万１,９００平方メー

トル程度になるのではないかと思います。

そのほかに、公園等の計画というのも今考

えているのですが、国のほうとの協議等もま

だ完全に終わっておりませんので、ここで正

確な形で、これを進めるということではなく

して、今、関係機関、結局、国のほうとの協

議を進めているということで、御理解いただ

きたいと思います。

以上でございます。

３番。○議長（堤 喜一郎君）

何回も済みません。○３番（附田 一君）

１５社ということでありますが、この１５

社全社が来るかどうかわかりませんけれど

も、三沢市の企業とＪＶを組むようにはなる

と思いますが、いずれ何組になるかわかりま

せんが、・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・

逃げ水を追うようですが、再度質問させて

もらいます。公告内容の変更、つまり、でき

るだけ安くやってもらうために、全国規模で

一般競争入札、オーソドックスな一般競争入

札にできないものか、再度お伺い申し上げま

す。

それから、病院の用地ですけれども、残り

は道路と公園、そのように理解しましたけれ

ども、私は、道路は必要条件に入りますか

ら、よろしいかと思いますけれども、公園に

つきましては、やっぱりないよりは私はあっ

たほうがいいと思うのです。あってもいいけ

れども、患者さん、お見舞いに来た方々のい

やしになりますから、公園もとてもいいと思

いますけれども、やはり三沢市の財政、身の

丈に合った公園にしなければいけないと思い

ますので、必要最小限におさめるところでい

いのではないかと思いますけれども、その辺

についての所見を伺うものであります。

以上でございます。よろしくお願いしま

す。

この際、暫時休憩○議長（堤 喜一郎君）

します。

午前１１時１２分 休憩

────────────────

午前１１時４７分 再開

休憩前に引き続○議長（堤 喜一郎君）

き、会議を開きます。

ただいま、３番附田一議員から発言取り消

しの申し出がありました。

この際、３番附田一議員の発言を許しま

す。

３番。

私の発言中に適切さ○３番（附田 一君）

を欠く表現がございました。取り消しさせて

いただきます。長時間大変申しわけございま

せんでした。

３番附田一議員よ○議長（堤 喜一郎君）

り、本日の本会議における発言について、会

議規則第６５条の規定により、取り消しした

いとの申し出がありましたので、議長におい

て、これを許可したいと思います。御了承願

います。

それでは、執行部の答弁を求めます。

総務部長。

入札公告の内容○総務部長（糸井健二君）

を変更できないかとの御質問ですが、公告内

容の変更、取り消しにつきましては、地方自

治法等に、これを排除する規定がありません

ことから、内容変更等は可能であると解され

ております。

しかしながら、変更の際は、混乱を避ける

ことはもちろんでありますが、十分な周知期

間の確保も必要とされますことから、公告内

容を変更することは考えておりませんので、

御了承いただきたいと思います。

建設部長。○議長（堤 喜一郎君）

病院建設用地の○建設部長（藤田正次君）



― 26 ―

再々質問にお答えいたします。

病院の建設計画の中での公園の設置等のこ

とだと思いますが、この計画におきまして

は、その目的、そして社会環境、さらには財

政の状況でございますが、これを基本に考え

ていかなければならないのではないかと考え

ております。

それから、補助採択できるかどうかという

ことが一つございます。これが一番大きなも

のだと思いますが、この周辺につきまして

は、基本的な８条事業の道路整備だとか公園

事業というのはメニューにはございません。

そういうことからして、防衛施設周辺整備等

の事業の中の、この事業の採択を受けてやり

たいということで、国のほうと協議しながら

やっているところでございますので、御理解

いただきたいと思います。

以上でございます。

以上で、３番附田○議長（堤 喜一郎君）

一議員の質問を終わります。

この際、午さんのため、午後１時まで休憩

いたします。

午前１１時５２分 休憩

────────────────

午後 １時００分 再開

休憩前に引き続○議長（堤 喜一郎君）

き、会議を開きます。

ここで、議長を交代します。

議長を交代いたし○副議長（馬場騎一君）

ました。

それでは、一般質問を次に移ります。

７番太田博之議員の登壇をお願いいたしま

す。

７番、市民クラブの○７番（太田博之君）

太田博之でございます。それでは、通告に従

いまして、一般質問をさせていただきます。

はじめに、政治姿勢問題についてお伺いい

たします。

昨年の６月初当選以来、種市市長には、こ

れまで米軍再編問題、ＪＴＡＧＳの配備の関

係、中心市街地活性化基本計画の認定、さら

に、今定例会に上程いたしました三沢市総合

振興計画の策定など、はじめての行政運営の

中、実直に御尽力いただきましたことに心か

ら敬意を表したいと思います。激務の中にも

体重がふえられたとお聞きいたしましたが、

頼もしい限りでございます。

そうした中、このたびは、はじめて２０年

度の予算編成をされたわけであります。歳入

が右肩上がりの時代ならまだしも、先行き不

透明な地方交付税の動向や、先日も東奥日報

の１面で報道されたように、青森県の人口減

少率が全国で一番高い数値を示すなど、少子

高齢化社会にあって、人口減少がさらに追い

打ちをかけるこの状況下、さぞかし予算編成

では御苦労されたことでありましょう。

この事業もやりたい、この事業も拡張した

い、ここの団体には予算をつけてあげたいな

どなど、言い出せば切りがありませんが、そ

の中で、市長の言う選択と集中の観点で編成

作業に汗を流したことと思います。

そこで、お伺いをいたします。

ぜひ、市長の本音でお答えをしていただき

たいのですが、率直に、予算編成をはじめて

行っての御感想並びに御苦労された点があれ

ば、お伺いいたします。

また、三沢市総合振興計画の初年度に当た

る当初予算であります。上程されましたこの

予算の執行に関しての御決意を、あわせてお

伺いをいたします。

次に、選挙問題についてお伺いいたしま

す。

来月の２日に、三沢市議会議員一般選挙が

告示になります。私は、昨年の９月議会に、

昨年行われた参議院選挙の開票にかかわる各

自治体の取り組み並びにその実効性を披瀝

し、今回行われる選挙の開票業務の効率化に

かかわる質問をさせていただきました。その

内容を改めて確認したいと思います。

今、選挙の開票作業の時間短縮が社会運動

へと展開してまいりました。これは、昨年か

ら早稲田大学マニフェスト研究所が提唱し、

前三重県知事の北川正恭早稲田大学大学院教

授が各地の自治体首長に呼びかけ、浸透して
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きました。

また、スピード開票への挑戦が盛んになっ

てきたのは、単に開票業務を改善し、選挙の

結果を早く有権者に知らせることだけがねら

いではありません。その取り組みが自治体行

政全体に大きな波及効果をもたらすという期

待が高まったことが背景にあります。

選挙は、自治体にとって一大イベントであ

り、全職員が参加する数少ない機会でありま

す。時間短縮の目標を設定し、それに向けて

職員が一つになって、創意工夫、努力を重ね

る。結果ははっきり出ますので、目標を達成

できれば、最もわかりやすい行政改革のモデ

ルケースとなります。

職員の目標達成の満足度は大きく、職員に

自信が生まれ、日常業務の中ではなかなか難

しい意識改革も期待できます。一般の行政事

務の改善、行政改革の突破口にもなり、前例

踏襲型から目標達成型への行政転換を促す効

果があると言われています。

そのような中で、昨年の参議院選挙で、開

票時間が市の部で全国最短の自治体である小

諸市を今回も取り上げてみたいと思います。

有権者数が約３万５,０００人ほどで、当市

の３万３,０００人と規模が同じようなこと

から、改めて比較したいと思います。

昨年行われた小諸市議会議員選挙は、定数

が３人減の２１名、立候補者数２４名で、こ

の開票業務に、今回は職員を前回より４７名

減の９８人で、１時間１分で終了していま

す。

次に、三沢市でございます。前回、平成１

６年度は、定数が２０名、立候補者数２２名

で、この開票業務に、前回より２１名職員を

減らした１１４名で開票を行い、３時間１５

分かかっています。案分票や疑問票等を考慮

するところもありますが、単純に約３倍の時

間がかかっていることになります。

冒頭に、社会問題になっていると申し上げ

ましたが、全国的には、多くの地方自治体で

選挙開票業務の効率化に取り組んでいます。

私は、すべての行政行為には目的があると

考えております。選挙開票業務は、公職選挙

法で、選挙管理委員会は、選挙の結果を選挙

人に対して速やかに知らせるよう努めなけれ

ばならないと規定されております。ですか

ら、選挙の結果を早く正確に伝えるのが一番

の目標のはずであります。

選挙開票業務を通じて、行政の資質向上を

図ることによって、早く正確という目的が完

遂され、コスト削減は、その結果としてもた

らされるものであると考えています。コスト

をかけずに早く正確にやるという民間企業な

ら当然考えるテーマを、選挙の開票業務の効

率化という実践を通じて、当市においても実

行していただきたいのであります。

以上の観点から、三沢として、来月に予定

されている市議会議員選挙における開票業務

の迅速性、効率化について、どのような計画

を立て、どのように工夫し、改善を図り、実

行し、成果を上げていくのか、９月議会でお

尋ねしたところ、当時の選挙管理委員長か

ら、「開票事務従事者から忌憚のない意見な

どを聞きまして、今後の事務に反映させると

ともに、先進自治体の開票業務を調査・研究

し、導入できるものは積極的に取り入れて、

正確性を第一義としながら、迅速で効率的な

開票事務を目指してまいりたい」との答弁が

ありました。

そこで、今回の市議選の開票業務で、次の

３点についてお伺いをいたします。

まず、今回、開票の作業手順で工夫した点

は何でしょうか。２、作業人員等、経費等で

考慮した点は何でしょうか。開票作業にかか

る時間の短縮目標はどのように設定をし、開

票に臨むのか、御答弁を願います。

次に、教育問題の携帯電話にかかわる問題

についてお伺いいたします。

携帯電話は、ここ数年で所持率が高くな

り、今や生活必需品となっています。通話機

能に加え、インターネットが利用できること

から、頻繁にネットに接続する子供たちが、

今さまざまな犯罪に巻き込まれています。

最近では、凶悪事件に及んだヤミサイトの
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報道に恐怖と怒りを覚えたのは私だけではな

いと思います。

警察庁の報告では、平成１８年のインター

ネットオークション詐欺や児童の性的被害に

かかわる犯罪など、情報技術を利用した、い

わゆるサイバー犯罪の検挙件数は全国で４,

４２５件で、前年比４０％増加し、ここ５年

で何と３.３倍、また、警察の相談窓口で受

理されたサイバー犯罪も６万１,０００件を

超え、インターネットによる安心相談システ

ムのアクセスは３９万１,０００件、１日平

均１,０００件を超えています。

中でも、出会い系サイトに関連した事件の

検挙件数は１,９１５件で、前年比２１％増

加し、被害者１,３８７人のうち１８歳未満

の児童が１,１５３人、８３.１％、このうち

女子児童が１,１４９人、９９.７％を占め、

そのうち、出会い系サイトのアクセス手段と

して携帯電話を使用した被害児童は１,１５

３人のうち１,１１４人で、実に９９.６％を

占めていて、平成１９年ではさらに増加して

いるというのが現状であります。

児童の出会い系サイトの利用は法律で禁止

されています。にもかかわらず、出会い系サ

イトに絡む犯罪は、児童が被害者となるケー

スが多く、児童買春をはじめ、恐喝や強盗、

強姦などの凶悪犯罪に巻き込まれることも少

なくありません。出会い系サイト以外でも、

音楽の無料ダウンロードサイトからアダルト

サイトにつながり、高額な料金を請求される

手口や、交流サイトを通し、性犯罪や恐喝に

巻き込まれるケースなど、児童をねらう手口

が日々巧妙化しています。

そこで、まず２点お伺いいたします。

まず、三沢市での出会い系サイトに関連し

た事件の件数についてお伺いします。

次に、事件には至らなかったが、相談や情

報提供などの件数についてお伺いいたしま

す。

さて、小中学生の携帯電話普及率が上がれ

ば、子供を巻き込む携帯のトラブルは目に見

えてふえていきます。トラブルを解消する手

段として、携帯を子供に購入する段階で、イ

ンターネットが接続できないように設定する

ことや、有害サイトへのアクセスを制限する

フィルタリング機能をつけておくことが考え

られます。

しかし、携帯電話のフィルタリングサービ

スの利用率は、無料にもかかわらず低迷して

いるのが現状です。子供のネットトラブル回

避のため、２００３年から導入されしました

が、内閣府の調査では、利用率は３％程度に

とどまっています。

子供を取り巻く犯罪が多発する中、携帯電

話会社はやっと重い腰を上げ、未成年者、成

人問わず、新規契約時に、サービスを利用す

るか否かの意向確認を始めましたが、まだま

だ利用者は少なく、保護者の危機意識も低

く、子供の無秩序なネット利用を許す格好と

なっています。

サービスの利用者低迷の原因に、保護者の

意識の鈍さが指摘されています。ある携帯会

社による親へのアンケートでは、利用しない

理由として、子供の自主性に任せている、３

４％、有害サイトにはアクセスしないと思う

から、２７％など、ネットへの認識不足が浮

かんできます。

最近、いわゆるプロフ、プロフとはプロ

フィルの略称で、無料で自己紹介のページを

つくることができ、中高生を中心に１００万

人以上が利用している自己紹介サイトのこと

であります。

学校裏サイトでは、掲示板への中傷書き込

みや悪口メールなど、特定の個人が誹謗中傷

の標的にされ、陰湿なネットいじめの温床と

なり、問題視されています。

昨年７月に、神戸の私立高校３年生の男子

生徒が自殺した事件では、報道によると、逮

捕された同級生らのいじめが携帯電話やイン

ターネットを介してエスカレートし、知らな

い間に生徒のホームページが開設され、生徒

の裸の映像や中傷の書き込みなどが掲載さ

れ、ついには金を要求、生徒を自殺に追い込

んだとされ、ネットいじめの怖さと、事態を
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把握し切れなかった学校側の認識の甘さが浮

き彫りになりました。

私たちの想像を超えて、いじめの内容、質

が変わってきています。こうしたネットいじ

めの被害者を突きとめることは難しく、匿名

性の高いネット被害に多くの子供たちが追い

込まれ悩んでいます。今まさに発信者のモラ

ルが問われています。

日本のように、ネットにつながる携帯電話

を子供が自由に使う国は、世界でもまれであ

ります。

ドイツの調査団は、ドイツの子供たちもい

ずれモバイルインターネットを使うようにな

るだろう。しかし、ドイツの人々が日本の子

供たちに現在起こっている問題を知ったら、

子供への普及を一日でも先延ばしにするはず

だと語っていました。韓国は、有害サイトの

撲滅などインターネットのクリーン作戦に乗

り出しています。

諸外国は、無防備な子供にモバイルを与え

た世界で唯一の国である日本を注意深く見

守っているようであります。

日本では、携帯を子供に持たせる前の事前

のネット教育もありません。運転技術のない

人が公道で車を運転するようなもので、被害

者にも加害者にもなる危険があります。

現在、三沢市では、小学校での携帯所持率

は１１％、中学校で３７％という調査結果が

ありますが、生徒からの無記名でのアンケー

ト結果であり、現状はもっと多いのではない

かと私は考えております。

そうした中、石川県野々市町では、中学校

で携帯をめぐるトラブルが多発したことが

きっかけで、平成１５年から小中学生に携帯

電話を持たせいない運動を提唱し、町ぐるみ

で取り組んでいます。実施当初から、予想に

反して保護者から圧倒的な支持を得たと言い

ます。学校でも、町で禁止していることだか

らと伝えると効果があったと言います。携帯

を永遠に持ってはいけないということではな

くて、小中学生にはまだ早いという町の基準

をつくるため、町全体で情報モラルを学習

し、問題点を共有しながら取り組んできた結

果、子供たちの問題行動が大きく減り、中学

生の携帯使用率が、全国５７.６％に対し

て、布市町では１０.１％にとどまっていま

す。

子供たちにとって、携帯より楽しい時間を

社会がつくり出すことを目標に、文部科学省

の少年を取り巻く有害環境対策モデル事業の

委託を受け、現在、運動の継続・発展を目指

していると聞いております。

携帯を持った子供たちは、好奇心からかな

りの高い確率で危険なインターネットに世界

に足を踏み入れます。一度持ったらなかなか

取り上げることはできません。子供を携帯ト

ラブルから守るには、はじめから持たせない

ことも必要と思います。

そこで、２点ほどお伺いいたします。

情報化、グローバル化の進展により、パソ

コン、携帯など、さまざまな情報がはんらん

し、環境が大きく変化してきています。携帯

の使い方によって、子供たちを巻き込む多く

の犯罪が起こっています。市として抜本的な

対策を打つ必要があると思います。三沢市か

らは１人も被害児童生徒を出さないと決め、

防止策はもちろんのこと、家庭はもとより、

学校でも、メディア社会を生きる力をつけて

いくこと、携帯電話を賢く使う教育の充実・

強化をすべきと思いますが、御所見をお伺い

いたします。

あわせて、子供をネット被害から守るた

め、子供たちはもとより、保護者の意識改革

が必要です。教育現場で、保護者に対して

も、我が子を違法有害情報へアクセスさせな

いための広報・啓発、例えば興味本位でアク

セスすることが、ネットプロバイダーや管理

者の収入源になっていることや、携帯電話は

もとより、パソコンについても有害サイトを

遮断するフィルタリングサービスの生徒、保

護者への広報・啓発を強く徹底していくこと

が大切であると考えます。

学校や家庭での携帯電話使用に関するルー

ルづくりや、携帯の恐ろしさを模擬体験でき
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る、視覚から訴える、例えば薬物乱用防止

キャラバンカーのようなプログラムの開発

や、ゲストティーチャーを招いての特別授業

など、何度も繰り返し行わないと意識は変わ

らないと思います。徹底して推進すべきと考

えますが、今後どう取り組むのか、御見解を

お伺いいたします。

以上で、私の一般質問を終わります。あり

がとうございました。

ただいまの７番太○副議長（馬場騎一君）

田博之議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの太田議員○市長（種市一正君）

さん御質問のうち、政治姿勢問題については

私から、その他については関係部長等からお

答えをさせますので、御了承願います。

それではまず、政治姿勢問題の予算編成に

ついてお答えをいたします。繰り返しもあろ

うかと思いますが、よろしくお願いをしたい

と思います。

御承知のように、国は、都市と地方の税収

格差是正策としての、いわゆる特別枠、地方

再生対策費を設けたことによりまして、地方

交付税は１.３％増額の見込みであります

が、当市の平成２０年度予算編成に当たっ

て、国の基本的考え方は、あくまでも骨太方

針２００６による歳出削減及び財政の無駄を

なくするとの厳しい基調であると認識し、行

政改革路線の継続や、公共サービスの役割分

担の見直し、事務事業の選択と集中に重点を

置いて取り組んだところであります。

具体的には、アメリカ村関連整備事業、新

三沢病院建設事業及び幹線道路整備事業等の

大型事業については、今般の厳しい財政環境

の中での予算確保には苦心をいたしたところ

であります。

また、私が就任時に掲げました４項目の施

策につきましては、主なるものとして、産業

の振興においては、工場団地整備事業や農産

物加工施設設置事業。まちなか再生の推進に

おいては、中心市街地活性化拠点施設整備事

業。広域観光の推進においては、仏沼水文調

査事業や、三沢駅構内への観光案内板設置事

業。安心して暮らせるまちづくりの推進にお

いては、化学消防ポンプ自動車整備事業、妊

婦委託健康診査事業やＡＥＤ、いわゆる自動

体外式除細動器設置事業等の事業に主眼を置

いて予算編成を行ったところであります。

今後におきましても、厳しい財政環境が続

くと見込まれておりますが、この施策を三沢

市総合振興計画の重点プランに織り込み、当

該計画の目指す六つの都市像の実現に向けま

して、真に必要とされる適正なサービスの提

供を基本に、すべての事務事業のさらなる選

択と集中を図りながら、市政発展に取り組ん

でまいりたいと考えております。

私からは、以上であります。

教育長。○副議長（馬場騎一君）

次に、教育問題、○教育長（横岡勝栄君）

携帯電話の普及による青少年の犯罪について

お答えいたします。

はじめに、三沢市内全小中学校の児童生徒

の携帯電話の所有率についてでありますが、

ただいま議員さんからも話されましたが、２

学期末現在で、小学校は３２６名、約１１％

の児童が、中学校では５３８名、約３７％の

生徒が携帯電話を所有しております。各校と

も校内への持ち込みは禁止とし、家庭での携

帯電話使用についても、機会をとらえては全

校生徒に指導しております。

社会的に携帯電話やインターネットの普及

で、暮らしは便利になったものになってきて

います。しかし、その一方で、メールやイン

ターネットを利用した犯罪やトラブルが増加

しています。

そこで、子供たちが被害者や加害者になら

ないためにも、また、さまざまな有害情報や

携帯電話のトラブルに巻き込まれないように

するためにも、学校での指導はもちろんのこ

と、家庭での教育がより一層必要になりま

す。

１点目の、三沢市での出会い系サイトに関

連した事件は、小中学校においては起きてお
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りません。

２点目の、事件に至らなかったが、相談や

情報提供のあったものとして、小学生が誤っ

て有害サイトに接続し、多額の請求をされた

事例が１件、また、ネット掲示板に友人を誹

謗中傷する書き込みをした事例が１件報告さ

れています。

３点目と４点目の、携帯電話を賢く使う教

育の充実強化、また、保護者を含めた広報・

啓発については、情報モラルに関する教育を

特別な教育としてとらえるのではなく、小学

校段階から日常の決まりやモラルと関連づけ

て指導するよう、学校訪問等でお願いしてい

るところです。

各校とも技術家庭科や総合的な学習の時間

において、メールのやりとりやインターネッ

トの活用は、人と人とのコミュニケーション

であるということを強調して指導しておりま

す。情報を発信する学習場面では、発達段階

に応じて、相手の気持ちを考えたり、人権尊

重の立場から、プライバシーの保護や著作権

について考えたりする学習を展開しておりま

す。

このほか、学校における取り組みとして幾

つか御紹介いたします。

保護者を対象に、青森県警察本部の職員を

招き、携帯電話を使った犯罪の現状や被害対

策等について講義してもらった学校がありま

す。

また、児童生徒の生活を支援する青森県合

同サポートチームＳＴＥＰＳの担当職員、三

沢警察署刑事生活安全課の職員、ＮＴＴ東日

本の職員を招いて、児童生徒と保護者に、携

帯電話で陥りやすい危険性、フィルタリング

の効果について講義をしてもらった学校もあ

ります。

教育委員会といたしましては、子供たちが

携帯電話の誤った使用によって、加害者、被

害者にならないために、今後とも充実した指

導、情報提供ができるよう、各団体、関係機

関との連携を深めてまいりたいと思います。

以上でございます。

選挙管理委員会委○副議長（馬場騎一君）

員長。

選○選挙管理委員会委員長（河村幸利君）

挙問題の開票作業内容についての御質問にお

答えいたします。

まず、効率的な開票事務を実施するため

に、市町村選挙管理事務研修への参加や、開

票事務従事者からの意見聴取及びインター

ネット等により、先進自治体の調査・研究等

を続けてきたところであります。

第１点目の作業手順等で工夫した点につい

てお答えいたします。

開票作業をスムーズにするために、従来か

ら実施している投票用紙が見やすい黒いテー

ブルクロスに加え、開票台の高さの調整、候

補者の氏名を記載したかご及び仕分けトレイ

の活用並びに計算係の計数機をふやすなど工

夫することにしております。

次に、第２点目の作業人員、経費等で考慮

した点については、各係の作業内容の見直し

と適正な人事配置をすることにより、前回の

市議会議員一般選挙より１０名程度の削減を

考えております。

また、従事者全員が開票終了まで従事する

ことなく、開票の状況により、係ごとに順次

退席してもらうことにより、経費の削減に努

めてまいりたいと思います。

第３点目の開票作業にかかる時間の短縮目

標についてお答えいたします。

具体的に何分短縮するとお答えできればよ

いのですが、前回の市議会議員一般選挙の終

了時間よりもできる限り早く終了することを

目標に努力いたしてまいります。

今後におきましても、前例にとらわれるこ

となく、選挙事務の見直しを進め、正確性を

第一義に、迅速で効率的な選挙事務を執行し

てまいりたいと考えております。

以上であります。

７番。○副議長（馬場騎一君）

２点ほど再質問させ○７番（太田博之君）

ていただきます。

まず、携帯の答弁でございますけれども、
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ちょっとショックだったのですね。特別なこ

とととらえないで、日常の教育の中でやって

いく、この時点で、教育長、認識は甘いです

よ。

今、この携帯といったものは、本当に毎年

毎年、私の年代でも、機種が変わったら、こ

んな機能もついているのか、こんなこともで

きるのか、どんどんいっているのです。すご

い進んでいるのです。私たちの知らないとこ

ろで、子供たちがそういった危険な目に遭

う、そういった環境がどんどん泥沼のように

広がっていっているのです。これは、特別な

ことだとして取り上げているのですよ、私の

認識は。

今回、国会の衆議院の予算委員会でも、こ

れは取り上げてございましたよ。約１時間こ

の質問をしていました。

おもしろい話ですけれども、フィルタリン

グをかけたら、地方議員も含めて、議員の、

いわゆる政治活動のホームページまで見られ

なくなる。ということは、それに同等してい

ることにとられるのかという話になるのです

けれども、要は、そこまで広くフィルタリン

グをかけていかないと、いろいろな情報をい

ろいろな角度からどんどん子供たちに見られ

るようにしてしまうということです。ですか

ら、フィルタリングをかけると政治家のホー

ムページ見られなくなってしまうのです。こ

れ、矛盾していますね。

この特別ではないというところが、もう認

識が私は違うと思いますよ。

それで、先ほどから何か、各学校でやって

いる、やっていると言っていますよね。も

らった資料ありますよ、ここに。平成１８年

１１月、古間木小学校で職員を招いて、保護

者を対象にやっている。二中では、平成１９

年６月２５日に全校生徒と保護者で、いわゆ

るさっき言ったＳＴＥＰＳの講義をやってい

ます。三中は、全校生徒と保護者を７月６日

に集めて、三沢警察署の関係でやっている。

かけていますよね。五中、全生徒対象。た

だ、堀中はやっていないのですよ。

学校任せにしていいのですかということを

私は問うているのですよ。教育委員会がこの

問題をきちんと取り上げて、学校単位でやら

せるのではなくて、教育委員会が主導をとっ

て、継続的に何回も何回もこういったものを

やらないと、そういう犯罪が少なくならない

のではないですか、今こうしている間にも子

供たちの、そういった危険をカバーできるこ

とがあるのではないですかと、そこを私は問

うているのです。

あれもやります、これもやります、連携し

てやりますは、いいですよ。ただ、具体的

に、この携帯電話にどう取り組むかというと

ころをきちんと答弁しなければ、私は、

ひょっとすると三沢でまたそういう不幸な事

件が起きるのではないかなと、すごく心配し

ています。

今、子供たちの犯罪は、昔は、私たち子供

のころは、いわゆる都会と田舎といったもの

で差別化できましたけれども、今は、田舎も

都会も関係ないのです。全国どこにいても、

こういった形の環境になっている。

世界の今のモバイルの状況の話も披瀝しま

したけれども、日本は今これで大変な問題に

なるのではないかと海外は見ていますよ。で

すから、国会でも、予算委員会の１時間も割

いて質問も出ているわけです。

今、携帯会社の一つの、いわゆる商業行

為、その中で、いわゆる教育と、我々がやっ

ぱりきちんと守っていかなければならない地

域の子供たちの環境を、どう整合性を持って

やっていくか。

若い先生たちにぜひ聞いてくださいよ。

やっぱり年とってくると、こういう機器に関

して疎くなって、私、情報をちゃんと仕入れ

てもわからないのではないかと思うのです

よ。私は、きちんとそういったところに関し

ては、もっと勉強していただいて、この携帯

電話の中身を本当に自分が機能をやれるよう

な形になって、そういった形でぜひやってい

ただきたい。

もう一度答弁願いたいのが、いわゆる今回
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の特別に扱わないのだというところに関して

の認識を、もう一度お聞かせ願いたいと思い

ます。

もう１点、選挙の開票業務についての質問

でございますけれども、三沢の特産ではない

ですけれども、ちょっとゴンボ掘りたくなっ

てきました。

まず、作業手順で工夫した点、いろいろな

形で言いましたけれども、これは今まで先進

地を調査・研究して、導入した一つの材料で

も何でもないのです、こういうのは。もっと

いろいろなことありますよ、先進地で導入し

ているやつは。

では、どういう調査をして、どういうのを

やろうと思ったのだけれども、どういう理由

でそれができなかったのか、それを出してく

ださい。

あと、作業人員、経費。小諸市は、前回に

比較して四十数名を減らして、１００人を切

るような形でやっている。９８名で１時間。

今回、１０名減らしても１００人超えていま

すよ、うちの場合は。

それで、目標時間の設定をしない。目標を

設定しないで、何が縮まるのですか。私の質

問の内容は、ただ減らすということに特化し

て言っているのではないのです。これが行政

改革の一つの試金石になりますということな

のです。選挙管理委員会がこういう形で取り

組んでいるということは、市全体がそういう

ふうに取り組んでいるというふうに見られま

せんか。皆さんが一丸となってやるのです

よ、１００名も出て。

目標時間を設定しないで、今、まさに集中

改革プランだ、行革だ、目標をきちんと設定

してやっていくというのが、これで皆さんは

本当にできるのですか、一事が万事ですよ。

せめて３０分縮めますとか、目標設定をきち

んと引いて、それにどう取り組むかというプ

ロセスが、いわゆるマニフェストとして出し

て、一つ一つクリアしていく。そうしなけれ

ば縮まりませんよ、これ。結果的に縮まった

だけですよ。

同じ状態の市の小諸市は１時間でやってい

るのですよ。今までこういうデータがなかっ

たのです。まさに職員の格差ではないです

か、これ。１時間でやり遂げる職員の意識、

目標設定はしないけれども、前よりは、ただ

ただ縮めたいというこの意識。私は、これは

選挙だけの問題で取り上げているのではない

のです、何回も言いますけれども。意識改

革、行革につながる一つの試金石として、皆

さんがこの３月の選挙にどう取り組むかとい

うを見ないといけない。だけど、このとおり

です。私は、これはどうも納得いかない。

委員長から、就任早々こういったところで

答弁いただいて、大変恐縮でございます。前

例にとらわれないようにやっていく──もう

前例にとらわれているではないですか。

では、どう調査して、いろいろな先進地の

事例を導入しようと思ったのだけれども、で

は、どういう理由でそれを導入できなかった

のかと。まだまだいっぱいありますよ、先進

地の工夫している点。答弁願います。

答弁願います。○副議長（馬場騎一君）

教育長。

ただいまの議員の○教育長（横岡勝栄君）

再質問にお答えさせていただきます。２点に

ついてお答えさせていただきます。

まず１点目、先ほどの答弁の中で、特別な

教育としてとらえるのではなくという表現を

させていただきました。この背景には、次に

ありましたが、携帯電話のことを特別に、さ

あこのことを勉強するとか、教育すると、そ

ういう次元ではなくて、もう日常的に一つの

モラルとしてやっていきましょうということ

で、こういう表現をさせていただいたのです

が、誤解を招いたと思います。申しわけあり

ませんでした。

それからもう１点ですが、何しろ、先ほど

議員さんの御質問の中にもありましたが、携

帯電話からいじめに発展していきます。そう

いう事例もたくさん起こっております。

そういうことで、教育委員会としては、昨

年春から、昨年１１月末で完成して発行させ
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ていただいたのですが、まず、携帯電話にか

かわるいじめ問題、いじめの問題のガイド

ブックを作成いたしました。それは、学校教

育用、学校現場用、それと、各家庭版。その

中に、携帯電話からのいじめ問題ということ

で、それも大変詳しく載せてあります。

そういうことで、まずそこから啓発してい

きましょうということで、今、議員さんから

御指摘がありました、これからまだまだやる

ことはあります。一々細かく表現しませんで

したが、そのガイドブックをもとに、日常的

に、日常のモラルとして指導していきましょ

うという構えで頑張ってまいりますので、御

理解賜りたいと存じます。

選挙管理委員会委○副議長（馬場騎一君）

員長。

お○選挙管理委員会委員長（河村幸利君）

答えいたします。

先ほど御指摘のように、今日的な開票事務

の迅速性というものは、今、私どもに問われ

ておりますが、どんな他町村のそれを研究さ

れたのかというふうなことについては、若干

我々が、先ほど申し上げように、インター

ネット、あるいはまた調査と、そういう意味

から申し上げますが、開票作業台の高さを高

くして、さらには、職員の作業においては、

スリッパとかそういうものを廃止して、運動

靴を履くとか。それから、配置の見直しをす

ると。それから、作業のレイアウト、そうい

うものを決めると。そういうふうなことで、

一つの迅速性を図ってまいりたいなというふ

うなことで、私たちも調査・研究をしておる

ところです。

ただ、他町村の視察というところまでは、

まだいっていません。

それから、先ほどもお答え申し上げました

が、前回の市議会議員一般選挙の終了時間よ

りできる限り短くしていきたいと思っており

ますので、御理解をいただきたいと思ってお

ります。

以上です。

７番。○副議長（馬場騎一君）

携帯のあれですね。○７番（太田博之君）

本当に日常的に取り組む。そして、いわゆる

学校任せではなくて、教育委員会がきちんと

計画的に、継続的に、どんどん主導をとって

いくというところを、ぜひ御期待申し上げま

す。

また、先ほど、年寄りが携帯使えないなん

て失礼なことを言いまして、申しわけござい

ませんでした。撤回をさせていただきます。

選管委員長、今の答弁、全然答弁になって

いないのです。要は、採用できなかったほか

の事例は──やっているのはいっぱいありま

すよ。例えば案分票とか疑問票に関しては、

事前に立会人を出していただいて、そういっ

たのを協議して、こういうのが出たらこうし

ましょうといって、いわゆる協議する時間を

短くするとか、さまざまそういうのをやって

います。私、一例に挙げただけですよ。いっ

ぱいありますよ。

それこそ先進地、相馬市、小金井市、前回

も取り上げましたけれども、インターネット

を見てやればできますよ。私も全部の自治体

の選管に電話かけて、こういうのはやってい

ますか、こういうのをやっているのですね

と、箇条書きしたのもありますよ。それを一

つ一つ拾って、これを三沢市でやろうと思う

のだけれども何でできないのか、そこを聞い

ているのです。

これは、議会で答弁しているのですよ。調

査・研究して、積極的に取り組みます──こ

れは議会軽視ではないですか。やっていない

のではないですか、これは本当に。

やっぱりこういうのは、きちんと自分たち

の目標、やっている自治体があるわけですか

ら、３時間を１時間にしろなんて言っていま

せんよ。３０分でも４０分でも短くする、そ

の目標設定の中で、皆さんが一致団結して

と、その目標をなし遂げる、その一つの意識

改革が、これからの行革、この苦しい財政の

環境を乗り越えていけるのだ、そのために今

回の選挙に皆さんで取り組んだらいかがです

かということで、９月議会にやったのです
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よ。何も進んでいないですよ。今の答弁も、

はっきり言って答弁になっていない。これ以

上、私は責めません。

ただ、この環境は、選挙管理委員、新しく

４人全部かわりました。フレッシュな、前例

にとらわれないのをやっていただきたかっ

た。皆さんが怠慢だったのですか、それと

も、やりたかったのに事務局がブレーキをか

けたのですか、それとも両方だめだったので

すか。ここまで突っ込んでも目標時間が出て

こない。こういう答弁しかできない。選管委

員長、今までの選挙開票業務の改革について

の経緯、正直におっしゃってください。

答弁願います。○副議長（馬場騎一君）

選挙管理委員会委員長。

お○選挙管理委員会委員長（河村幸利君）

答えいたします。

先ほどもありましたように、ちょっと先ほ

どはなかったのですが、事前に、その疑問票

については、一つのマニュアルをつくって、

これまでより、事前にそれを早くやるように

いたす覚悟であります。

それから、今言われましたように、果たし

てどこまでの取り組みなのかということでご

ざいますが、私どもも、そういうインター

ネット等により、小諸なり、福島県相馬な

り、そういったものを見て、これから取り組

んでいかなければならないということで、委

員全員そういう方向に向かって、市民の流れ

といいますか、行革の流れといいますか、そ

ういうふうなことについてはよく理解し、そ

れに沿った方向に今後向かって、強い決意で

いると、こういう覚悟でございます。今後と

もよろしくお願い申し上げます。

以上で、７番太田○副議長（馬場騎一君）

博之議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

４番畠山正孝議員の登壇をお願いします。

新政会、畠山正孝で○４番（畠山正孝君）

ございます。通告に従いまして、質問させて

いただきます。

私は、下水道問題にいて質問いたします。

下水道の現状と今後の計画について質問いた

します。

テレビ、新聞等の報道によりますと、国内

の一部の市町村において、下水道の布設工事

を中断または中止しようとしていることが伝

えられております。理由は、これらの市町村

の下水道に関する費用が財政の大きな負担に

なっていることが挙げられております。

また、三沢市において、平成１８年度の決

算から見ますと、市債、いわゆる借入金に占

める下水道の残高は１２３億円となってお

り、これが全会計の中に占める割合で約３２

％となっております。

国は、２００８年度決算から全会計を合算

し、いわゆる自治体財政健全化法を適用する

としております。

そこで、三沢市の今後の下水道の布設計画

について、現時点で見込まれる工事費、そし

て、それに係る市債の発行額、さらに、今後

の返済について、現在の使用料のままで計画

どおり達成できるか、また、使用料の引き上

げが見込まれるのか、伺いたい。

さらにつけ加えますと、数年前までは、現

在の市債について、市民の方々が、全くない

のではないか、また、あっても少しだろうと

いうことの見方が大勢でありました。現在

は、相当数の方が認識しておられるようであ

ります。今後、新病院の建設、アメリカ村に

係る費用等見込まれることから、ただいま申

し上げました下水道に係るような費用につい

て、最大限、市民に公開し、そして、市民の

協力を得ることが大事であると考えておりま

す。この考えについての執行部の答弁を伺い

たい。

以上で、私の質問を終わります。ありがと

うございました。

ただいまの４番畠○副議長（馬場騎一君）

山正孝議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

上下水道部長。

御質問の下○上下水道部長（川代一男君）

水道問題についてお答えいたします。
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下水道は、市民の日常生活におけるライフ

ラインの一つであり、快適な生活環境の保全

を守る目的から、最重要施策の一つとして、

当市としても昭和６３年度から事業を開始し

たところであります。

これまでに、国からの補助金あるいは市債

などを財源として事業を進めているところで

ございます。

下水道事業は、整備期間が長期にわたるこ

となどにより、世代間の負担の公平を図るこ

とから、市債を活用してきており、平成１８

年度決算におきまして、約１２３億円の市債

残高となっております。

これまで多額の事業費を要した処理場の建

設が一段落したことにより、今後の事業進捗

に伴う市債の残高につきましては、概算では

ありますが、約１２６億円で、平成２２年度

にピークになるものと試算しているところで

ございます。

今後におきましては、下水道事業に係る経

費の負担軽減を図るため、市債の借りかえ等

の措置を講じることにより、債務の返済及び

軽減に努めてまいります。

また、下水道を運営していくための財源と

なる使用料の値上げが必要となるのかという

御質問につきましては、下水道経営の状況あ

るいは経済情勢など総合的に検討した上で判

断していかなければならないものと考えてお

ります。

下水道は、水質の保全を図ることを目的と

しており、衛生的で快適な市民生活を確保す

るために必要不可欠なものと考えております

ことから、事業そのものを中止することは考

えてございません。

今後は、より一層の経営の効率化、透明性

を図り、事業を進めてまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

企画財政部長。○副議長（馬場騎一君）

下水道問題○企画財政部長（月館 孝君）

の市債の公表についてお答えいたします。

議員さん御承知のとおり、財政公表につき

ましては、三沢市財政説明書作成及び公表に

関する条例の規定に基づき、広報紙におい

て、当初予算の状況や予算執行状況及び前年

度決算状況を掲載しており、ホームページで

は、普通会計の決算を分析し、財政力指数や

経常収支比率等を全国平均と比較するなど、

周知に努めているところであります。

しかしながら、財政に関する用語や数値

は、専門的で一般的に理解しがたいとの声も

多いことから、毎月の広報紙面において、ワ

ンポイント財政というコーナーを設け、わか

りやすい用語解説や数値内容の説明等を行

い、あわせて、昨年１０月には、市の財政を

家庭の家計簿に見立てた「三沢市の家計簿」

を臨時増刊号として発行したところでありま

す。

今後におきましても、市債の残高等の財政

状況について、広報紙やホームページにおい

て、市民の皆様に御理解していただけるよ

う、グラフや文字などに創意工夫しながら、

市民の目線に沿った内容で、さらにわかりや

すい表現による公表を心がけ、協働のまちづ

くりの実現につなげてまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

４番。○副議長（馬場騎一君）

下水道問題について○４番（畠山正孝君）

でありますが、現在、布設工事が終わった区

域といいますか、地域の中で、世帯の利用割

合をお聞きしたいと思います。

実は、まだつなげたくないとか、そういう

声も聞かれますので、三沢市の普及率といい

ますか利用率、これを、もしおわかりであれ

ばお知らせ願いたいと思います。

上下水道部長。○副議長（馬場騎一君）

普及率のこ○上下水道部長（川代一男君）

とでございますけれども、水洗化率は、下水

道整備による水洗可能な人が水洗化した人口

の割合でございますけれども、現在は、地域

でつないでいる人の割合でございますけれど

も、７９.６％となってございます。

それから、市内全域で水洗化している割合
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でございますけれども、１８年度決算におき

まして、公共下水道の分は４４.４％となっ

てございます。

以上でございます。

以上で、４番畠山○副議長（馬場騎一君）

正孝議員の質問を終わります。

ここで、説明員の入れかえのため、暫時休

憩いたします。

午後 ２時０１分 休憩

────────────────

午後 ２時０７分 再開

休憩前に引き続○副議長（馬場騎一君）

き、会議を開きます。

それでは、一般質問を次に移ります。

６番野坂篤司議員の登壇をお願いいたしま

す。

市民クラブの野坂篤○６番（野坂篤司君）

司が、通告に従いまして、一般質問をさせて

いただきます。

はじめに、市長の政治姿勢問題についてお

尋ねいたします。

古今東西の歴史をひもといてみますと、

リーダーの指し示す方向に組織の命運がか

かっています。リーダーというのは、それだ

け重要な位置にいるわけであります。

古代ローマ、その時代に、リーダーに必要

な資質として、１に知力、２に説得力、３に

肉体的耐久力、４に持続する意志、５に自己

制御力、自分を制御する力でありますが、そ

の五つを挙げております。

ローマ帝国史の中で一番の功績を残した

ジュリアス・シーザー、いわゆるカエサル

は、最も説得力にたけたリーダーであったと

言われております。その説得力とは、市民に

夢と希望を与え、それを持たせるというすば

らしい力であったと書かれております。それ

を着実に実行していく力が、彼はたけていた

と、こういうことであります。

市長は、昨年６月に市長に就任しました

が、三沢市長として、三沢市の未来をどのよ

うに考えているのか、明確に表現することが

今までなかったように思われます。市長自身

の実直な性格から来るものだと思いますが、

そろそろ市長自身の三沢市の未来に対する夢

や希望を市民に語りかけるときが来ているよ

うに思います。

そのことから、種市市長に、三沢市の未来

をどのように考えているのか、二つに分けて

質問したいと思います。

一つとして、よく経営者は部下に、社長に

なった気持ちで仕事をしなさいと言います

が、しかしながら、社長になったことがない

人は社長の気持ちが理解できません。それで

も、社長の気持ちで提案だけはできるのであ

ります。優秀な社員は多くの提案を出しま

す。

そこで、私が市長の気持ちになって、三沢

市の夢と希望を提案してみます。

私の考える三沢市の未来は、合併を抜きに

して考えられません。この車社会の中で、こ

の高速交通体系の中で、今、いろいろな単位

は距離ではなくて、時間が仕事の単位になっ

ております。青森県にありながら、国の直轄

事業を抱えている三沢市と六ヶ所村、東北町

が合併し、小川原湖を中心とする小川原湖市

を誕生させることが夢であります。

ラムサール条約で示されるように、小川原

湖の持つ自然の力と人間社会の共生を図るこ

とができる環境保護のまちづくりを世界的に

発信できるのであります。

さらに、六ヶ所村を中心とする原子力エネ

ルギー、風力発電等各種のエネルギー開発を

世界的に発信するエネルギーのまちづくり。

そして、三沢市、東北町を中心とする航空自

衛隊、米軍三沢基地による世界平和のまちづ

くりを発信することができるのであります。

三沢市４万３,０００人、東北町２万２０

０人、六ヶ所村１万１,５００人を合わせる

と、仮称小川原湖市が約７万５,０００人の

市となるわけであります。その市民が力を合

わせ、世界に模範的なまちをつくるとすれ

ば、大変いいまちができる。そういうことを

考えてみる余地があるのではないかと思いま

すが、これはあくまでも私の個人的な提案で
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あり、夢でありますが、種市市長の三沢市の

未来は、どのように考えているのか、伺いた

いと思います。

次に、夢の２番目として、今、三沢市民の

夢は克雪ドームの建設であります。新三沢病

院建設やアメリカ村で、箱物行政はタブーに

なっていますが、未来の話だと御理解くださ

い。

三市町村の合併を前提としながらも、これ

からの箱物は、隣町同士で共同建設するべき

だと思います。三市町村は、国の直轄事業が

多く、各種予算のメニューを持っています。

その各種予算を組み合わせながら市民サービ

スを考えなければなりません。

もし、三市町村合同で、市民待望の克雪

ドームを建設すれば、その中心地である平沼

地区が距離的に最適だと思います。そのこと

により、通年を通して、野球、サッカー等の

屋外スポーツができることにより、各種大学

などの合宿を誘致し、地元小中学校、高等学

校の教育にも絶大な効果を示すことになりま

す。

このように、隣町同士の共同で公的なもの

をつくる、このような柔軟な考え方につい

て、どのように市長は考えているのかを伺い

たいと思います。

次に、三沢市立三沢病院跡地利用計画につ

いて伺います。

新三沢市立三沢病院の移転建設について

は、平成１７年８月１０日の三沢市議会全員

説明会で、移転先を意思決定しました。この

ことは、昨日の民生常任委員会でも話され、

堤議長から、１人の議員の反対もなく了承さ

れたことが議事録に示されているとの確認を

いただきました。これを受け、平成１８年度

から実施設計に着手しています。

さらに、平成１９年１１月３０日付で、三

沢市中心市街地活性化基本計画が総理大臣認

定を受けたのであります。この計画は、中心

市街地約１２９ヘクタールに及び、商店街の

活性化はもとより、公共施設や福祉関連事業

所などの計画的な立地整備を目的としていま

す。

その計画には、三沢病院移転が決定されて

いることを踏まえ、三沢病院跡地利用計画が

盛り込まれることにより、総理大臣認定がな

されたのであります。私たちは、そのことの

重要性を知らなければなりません。今、一部

の人が異論を唱えておりますが、そのことに

より、５年間の実行性を求められている、そ

の計画が変更されることがあれば、取り返し

のできない損失をこうむるのであります。

私は、平成１８年６月議会でも跡地問題を

提言させていただいております。

私の考える跡地利用計画は、ついの住みか

作戦でありました。診療所と介護施設とコン

ビニを備えた、６５歳以上の人が２００人ぐ

らい住める高齢者住宅の建設であります。

四季折々の自然が豊かで、交通の便がよい

三沢市は、東京方面の高齢者が安心して、楽

しみながら余生を暮らせる地域として需要が

高いと思います。高齢者住宅施設をつくるこ

とにより、経験豊かな高齢者が集まることに

より、中心市街地の活性化にも、三沢市人材

ボランティアに大きく寄与できると思うので

あります。

新三沢市立三沢病院開院が２年後に迫り、

中央商店街の方々の不安を解消するために

も、一日でも早く跡地利用計画を決定し、実

行に移すべきであります。それは、新病院の

開院と同時進行でなければなりません。その

ために、プロジェクトチームをつくり、徹底

して研究し、実現を図ることを提案します

が、現在、どのような状況で進めているの

か、伺います。

最後であります。次に、教育問題に移りま

す。

三沢市には、六ヶ所村に勤務する原燃関係

者の科学者である工学博士や理学博士、医学

博士の資格を持つ優秀な方々が住居を構え、

暮らしています。ほかにも、住友化学や航空

自衛隊の皆様の中にも、博士や、それに準ず

る資格をお持ちの方が住んでいることを、こ

れまでに私は確認しています。
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私の伝え聞くところでは、三沢高校野球部

の２代目監督は、テオドロ西岡という二世の

アメリカ人であったと聞いています。

そのように、これまでもスポーツ及び文化

の関係では、多くの方々が指導者になり、貢

献していただいた経緯がありますが、学問的

には余り聞いていません。

そのような資格を持つ人から話を聞きます

と、多くの人は、ボランティアとして協力を

惜しまないと言います。しかしながら、要請

のないものに自分から押しかけるわけにはい

かない現実があるとも言うのであります。

現段階の三沢市の状況はこのようなものだ

と思います。教育委員会が中心になり、この

ような人を調査し、能力人材バンクをつく

り、三沢市教育アドバイザー制度を立ち上げ

ることにより、三沢市の小中高等学校教育に

も多くの貢献ができると思うものでありま

す。現実に、私の知っている人は、六ヶ所村

教育アドバイザーの資格を持っています。

そこで、質問ですが、一つに、今までその

ような優秀な頭脳を三沢市の教育に生かした

経験があるのかどうかを伺います。二つ目

に、また、その方々の協力依頼体制ができて

いるのかを伺います。三つ目に、能力人材バ

ンクをつくり、そのような人方を調べ、三沢

市教育アドバイザー制度をつくることを、こ

の三つをどのように考えているのかを伺いた

いと思います。

以上で、私、野坂篤司が三沢市議会議員と

して、１期目最後の質問をさせていただきま

した。２期目はどのようになるかわかりませ

んので、できるだけ丁寧な答弁をお願いいた

します。ありがとうございました。

ただいまの６番野○副議長（馬場騎一君）

坂篤司議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

野坂議員さん御質問○市長（種市一正君）

のうち、政治姿勢問題については私から、そ

の他については関係部長等からお答えいたし

ますので、御了承願いたいと思います。

それではまず、政治姿勢問題の第１点目、

未来に向けて、六ヶ所村、東北町との合併

で、小川原湖市をつくる考えはないかとの御

質問について、端的にお答え申し上げたいと

思います。

市町村合併は、本格化する少子高齢化に対

応した、いわゆる社会福祉や環境衛生など、

市民生活に密接な関連を有する行政サービス

の維持あるいは向上を図るための有効な手段

と考えておりますけれども、議員さんお尋ね

の小川原湖市構想につきましては、現時点で

は考えておりませんが、将来的な課題を踏ま

えた持続可能な地域づくりを推進するために

は、他の市町村と合併推進に向けた検討もま

た必要であると考えております。

次に、政治姿勢問題の第２点目、合併を前

提に、三市町村合同で、いわゆる克雪ドーム

建設の考えはないかとの御質問であります。

合併を前提とした仮定での話でありますの

で、答弁は差し控えたいと思います。

なお、克雪ドームにつきましては、冬期間

における市民スポーツ等の振興を図る上で、

必要性を認識しておりますが、これについて

は、将来の検討課題とさせていただきたいと

思います。

以上であります。

政策推進部長。○副議長（馬場騎一君）

議員さん御○政策推進部長（桑嶋豊士君）

質問の市立三沢病院の移転跡地利用につい

て、商店会などの不安解消のために、早急に

計画を進めるべきと考えるが、どのような状

況で進めているのかについてお答えをいたし

ます。

三沢市立三沢病院の移転につきましては、

去る１月２８日に、三沢市商工会から移転再

検討の要望を受けたところでありますが、市

としては、年間約１５万人前後の来院者と、

延べ約７万人程度の入院患者がある病院が移

転することへの影響と、それに対する周辺商

店会、地域住民の方々の不安というものを真

摯に受けとめておりまして、病院跡地利用の

計画を早期に示すことは喫緊の課題である
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と、このように認識をしております。

このような中で、病院移転跡地の利用に係

る検討状況につきましては、市では、平成１

８年１月に、市立三沢病院移転跡地利用検討

委員会を設置いたしまして、検討を重ねてい

るところであります。

市民参画のもとに設置されましたこの委員

会は、市職員のほかに、病院移転により影響

を受けると考えられる周辺の町内会や商店会

に加え、市内経済団体等の代表委員２０名

と、一般公募委員３名を含む、計２８名の委

員から構成をされておりまして、平成１９年

３月には、それまでの跡地利用の検討に係る

中間報告を行っております。

この中間報告では、移転跡地周辺地域への

影響を考慮し、定住化に向けた施設や人の流

れ、にぎわいなど、市民や利用者が夢を感

じ、地域の活性化につながる開発、利用の検

討を行うとの方針のもとに、各委員から跡地

利用の具体的なイメージとして、先ほど議員

さんの発言でございましたが、介護施設や老

人宿泊施設などを兼ね備えた老人福祉施設、

あるいはまた、医療福祉施設、産業施設や集

合住宅などから成る複合施設、診療所、物産

品販売所及び駐車場、あるいはまた、企業を

支援するチャレンジショップなど、多様な発

想に基づくさまざまな活用案が提案をされて

おります。

委員会では、今後、昨年１１月に、内閣総

理大臣認定を受けた三沢市中心市街地活性化

基本計画を踏まえながら、この中間報告にお

いて示された複数の跡地利用の案の絞り込み

を行いまして、平成２１年３月を目途に、委

員会としての病院移転跡地利用の提言に係る

最終報告を取りまとめることとしており、市

では、これを受けまして、詳細な事業計画を

検討することとしております。

市といたしましては、病院移転跡地の再利

用が早期に実現をし、地域の活性化につなが

るよう、今後とも鋭意努力してまいりたいと

考えております。

教育長。○副議長（馬場騎一君）

次に、教育問題の○教育長（横岡勝栄君）

外部講師の協力依頼体制についてお答えいた

します。

三沢市内には、原燃関係の科学者をはじ

め、高度な技能や知識を持つ優秀な方々がお

りますので、そのような貴重な教育的資源で

ある方々を指導者として登録する生涯学習人

材バンクを整備しております。

市内の各小中学校においては、その登録名

簿を適宜活用し、総合的な学習の時間等で、

指導者を招聘して、授業で活用しておりま

す。

また、学校独自の人材バンクを作成し、教

育活動に生かしている学校もあります。

さて、今年度、基本的な科学技術について

の知識を広めるため、実験で楽しく学べる理

科教室を、工学博士を講師に、市内の小学校

で開催いたしました。

また、次年度は、三沢航空科学館との共催

による同様の実験教室に参加を予定している

学校もあります。

このように、市内の小中学校では、各校の

教育計画に応じて、適宜外部講師の依頼を

行っておりますので、教育委員会といたしま

しても、現在の指導者登録の制度を活用し、

また、校長会を通して、一層外部講師に関す

る情報提供を行っていきたいと考えておりま

す。

以上でございます。

６番。○副議長（馬場騎一君）

ただいまの答弁に対○６番（野坂篤司君）

して再質問をさせていただきます。

はじめに、市長の先ほどの答弁ですが、隣

町との共同でいろいろなものを建てていくの

に対してはどうかなという質問が、一番最後

にしたつもりだったのですが、合併を前提と

したということをあえて言いましたけれど

も、私の質問の趣旨としては、これからいろ

いろなものが、大きなものを建てるわけです

けれども、例えばアイスホッケー場は、あれ

は県南の各市町村が入っているはずでありま

す。今後、三沢市だけでつくるのではなく
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て、各市町村と共同で建設をする考えはない

かという質問だったので、それに関して答え

ていただければと思います。

二つ目として、跡地利用の問題でありま

す。

跡地利用の問題で、なぜ私が質問したかと

申しますと、これがはっきりしないがため

に、いろいろな人がいろいろな異論を、もう

決まっているのにもかかわらず、まだ病院移

転させないような話をしている人もいるわけ

ですから、もう決まっているのだと、ここに

は、これは建つのだよと。これこれの問題だ

ということで、先ほどの答弁では、２１年３

月までにはっきり決めると言いましたけれど

も、できるだけ早く、こうするのだという形

にしないと、いまだにそういうことを言い出

す人がいるのではないかと。

ですから、なるべく早目に市民に、今はこ

ういう状態ですよと、これこれやっていきま

すよということで、なぜならばと、こういう

予算がついて、こうでこうでこうだからこう

なっていくのだというふうに、同時進行で

やっていかないと。今、行きました、なくな

りました、さあ、やりましょう。２１年３月

までに決めたときに、市立病院がもし撤去さ

れたときに、間をあけないですぐやれるもの

なのか。ですから、なるべく早くしていただ

きたいということであります。

それから、３番目の人材バンクについて、

教育問題でありますが。

人材バンクが登録されていると言いました

けれども、そうであれば、どのような資格を

持っている方が何人ぐらいいて、人数的に、

三沢市に、私の知っている範囲では、いわゆ

る博士号を持っていた人が呼ばれていないと

いうのもありますし、それから、そういった

ことが、私たちが知っている範囲で、登録し

て行ったほうがいいよとか、そういうふうに

したほうがいいのか、その辺のこともわから

なかったものですから、今、何人ぐらい登録

されて、どのぐらいの資格を持っている人が

いてというふうな部分での、登録の人数など

がわかればうれしいなと思っていますので、

再質問させていただきます。

市長。○副議長（馬場騎一君）

お答えをいたしま○市長（種市一正君）

す。

申し上げたように、克雪ドームにつきまし

ては、この雪国では冬期間のスポーツに限ら

ず、そういう必要性がありますので、そのこ

とについては十分認識をいたしているつもり

であります。

ただ、今、議員さんがおっしゃるように、

広域でやるのか、自前でやるのかというよう

なこともありますけれども、こういう時勢で

ありますので、できれば他の市町村とやれる

ような方向があれば、それは今後、検討の課

題だろうと思っております。いずれにして

も、今後のことでありますので、検討課題と

させていただきます。

政策推進部長。○副議長（馬場騎一君）

できるだけ○政策推進部長（桑嶋豊士君）

早く市民の方々に跡地の姿を示せというふう

なことでございますが、これにつきまして

は、病院の解体の期限がございます。２２年

度というふうなこともございますし、また、

その後、事業が、その２２年以前にはできな

いわけであります。２２年以降、２３年以降

というふうなことになりますので、そういっ

た時期の問題もありますし、また、例えば教

育施設とか福祉施設とか、例えばそういうふ

うなものが決まった場合に、だれがやるのか

という、そういう事業主体の問題がございま

す。

そういうふうな事業主体がきちっと計画を

立て、あるいはまた、その設計を組んで、そ

ういった時期等もございますので、それら

を、解体以降のなるべく早い時期に実現でき

るよう、あるいはまた、市民の方々にお示し

できるように、検討委員会の方々と御相談を

しながら、同時にこれについて進めてまいり

たいと、早期に進めてまいるように努力した

いと思っておりますので、よろしくお願いし

ます。
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教育長。○副議長（馬場騎一君）

再質問にお答えさ○教育長（横岡勝栄君）

せていただきます。

まず、人材バンク登録者数なのですが、平

成２０年１月末現在で、登録者数は、個人が

２０５名、団体が１０６団体登録されており

ます。

御存じのように、この指導者登録名簿、す

なわち人材バンクは、３年に１回改訂して発

行しております。その発行する、改訂のとき

に、生涯学習課発行の新聞がありまして、

「ふれあい」という新聞があります。その新

聞で、３年に１回改訂のときに、人材バンク

登録者を募集といいますか、御希望というこ

とでやっております。そして、３年に１回。

現在は２０５人、団体が１０６団体でありま

す。

それから、二つ目の原燃関係の科学者は登

録されているのか。現在、この人材バンクに

は登録されていません。なぜならば、原燃関

係の科学者は、こういうふうに言われており

ます。毎日それ相当の研究業務がありますと

いうことで、もし学校に出前授業に出かける

となると、学校の時間帯、それから準備等、

さまざま時間的にも大変要するということ

で、人材バンクには現在のところ登録されて

おりませんが、御協力はすると。

よって、次年度、さっきお話ししましたよ

うに、三沢航空科学館での実験教室、これに

はかなりの小学校が希望を出しております。

この航空科学館での実験教室は、相当規模が

すばらしいものだから、かなり協力できるこ

とになっているのですが。そういうことで、

現在、指導者登録名簿には科学者は登録され

ていないということで、御理解賜りたいと思

います。

以上であります。

６番。○副議長（馬場騎一君）

再々質問になります○６番（野坂篤司君）

が、先ほど聞きましたように、教育アドバイ

ザー制度なるものはあるのかどうか。これ

も、実は、なぜこれを聞いたかと申します

と、三沢市から、あなたは教育アドバイザー

ですよという書類をもらうということに対し

て、大変ステータスがあるわけなのです。で

すから、要請をして、自分からやりたいとい

う人と、ぜひ、あなたはすばらしいから要請

したいというのとでは全然違うのですね。す

ばらしい人を見つけたら、こちらから要請す

る。話し合って、あなたは教育アドバイザー

に認定されましたというようなものであれ

ば、大変ステータスになるので、その教育ア

ドバイザーなるものがいるかどうか、お願い

いたします。

教育長。○副議長（馬場騎一君）

答弁させていただ○教育長（横岡勝栄君）

きます。

現在、教育アドバイザーということで、教

育委員会でアドバイザーをお願いしている方

はおりません。

ただ、今後、科学者に関して、博士号を

持った方々を教育アドバイザー云々というこ

と、検討させていただきたいと思います。

以上で、６番野坂○副議長（馬場騎一君）

篤司議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

８番春日洋子議員の登壇をお願いいたしま

す。

８番、公明党の春日○８番（春日洋子君）

洋子でございます。通告の順に従い、質問し

てまいります。

はじめに、健康問題の１点目、食育につい

てお伺いします。

昨年７月、青森県が行った県政モニターア

ンケート、食に関する意識調査で、食育に関

心を持つ県民が９割以上に上り、食の安全・

安心や、メタボリックシンドロームが社会問

題化する中、食生活を気にする人がふえてい

る一方で、実際に規則正しい食事など、食育

に取り組んでいるのは３割弱にとどまること

が新聞報道されておりました。

アンケートの回答では、食育に関して、

「大いに関心がある」が約５１％であり、

「どちらかといえば関心がある」も約４２％
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でした。食や健康には約９７％が関心を持っ

ており、最も気にかけているのが食品添加物

や残留農薬で約８４％、次いで、肥満やメタ

ボリックシンドロームが約７３％、ＢＳＥや

輸入食品が約７０％と続き、食品表示や減農

薬食品などへの注目度が高くなっておりま

す。

逆に、食生活改善や、しっかり朝食をとる

などの食育に関する活動に取り組んでいるの

は約２８％と低く、取り組みたいと思ってい

るにとどまっている人が約５６％を占めてい

ます。

これらのアンケート結果を県担当課長は、

食育に対する漠然としたイメージはあって

も、実際にどう取り組むか、何をすべきかが

理解されていないと分析、具体的な活動に踏

み込んでいけるよう周知徹底に努め、講演会

やモデル地域の設定などで、きっかけをつ

くっていきたいとしています。

健康で活力に満ちた暮らしの実現を目指し

てと、平成１８年１１月１日に策定された青

森県食育推進計画の表紙には、「いただきま

す」の文字が躍っています。食事の前の元気

なあいさつであるこの言葉には、自然の恵

み、野菜や動物などの命をいただいている、

その命に対する感謝の気持ち、そして、愛情

を込めて料理をしてくれた人や生産者に対す

る感謝の気持ちがあらわされております。

県では、郷土料理や地場産品を生かした食

育、家庭での楽しい食生活の実践、食を支え

る農山漁村の活性化などを重点項目に、食育

推進計画を策定し、国の食育月間である６月

と、県産食材が豊富に出回る１１月を食育月

間として、食育活動の促進を図り、さらに、

毎月１９日を食育の日として、家庭をはじ

め、県民の食生活への関心を高め、各世代で

の食品に関する啓発を行うとしています。

かつて、食育の中心は家庭にありました。

しかし、今日、ライフスタイルが多様化し、

家族がそろって食事をすることが難しくなっ

てきており、家庭だけで食育を担うことが困

難な状況であることから、社会全体で食育を

進めていくことが求められています。

そこで、食育を推進するためには、市町村

における推進体制の構築や市民の意識の向上

などが不可欠であることから、市町村におけ

る計画の作成が求められていることを踏ま

え、本市においても、市民一人一人が健全な

生活を実現し、健康を確保できるようにする

ためにも、早期に食育推進基本計画を策定し

ていただきたく、お伺いします。

次に、２点目の特定健診・特定保健指導に

ついてお伺いします。

ことし４月から、生活習慣病の発見並びに

生活指導による予防を主な目的に、厚生労働

省の定めた特定健診・特定保健制度がスター

トします。これまでの健診制度とは大きく違

う点として、この制度の対象となるのは、４

０歳から７４歳までの健康保険並びに国民健

康保険の加入者、被保険者と、その被扶養

者、配偶者をはじめとする家族のすべてが対

象になるところと言われています。家族ぐる

みで健診をきちんと受けるシステムになるこ

とから、健康な生活を送るための助けとし

て、積極的に受診していきたいものですが、

本市においてはどのように実施するのか、お

伺いします。

続いて、３点目の脳ドック検診の拡充につ

いてお伺いします。

高齢化社会の進展と、複雑な社会環境の

中、社会的重責を担われている方々にとっ

て、脳卒中をはじめ、各種の脳の病気になる

ことは、まさに致命的です。

脳卒中など脳循環障害による死亡率は、が

ん、心臓病に次いで、第３位を占めていま

す。その原因は、日本人が長生きするように

なり、脳動脈硬化など、脳血管に障害が起こ

りやすくなったためと考えられています。

一般に、脳梗塞、脳出血、くも膜下出血の

すべてを脳卒中と総称するそうですが、近

年、責任ある世代における突然死の原因とし

て注目を集めており、がんや心疾患と異な

り、たとえ生命をとりとめても、運動麻痺や

失語症、認知症といった後遺症が残りやす
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く、本人はもとより家族にも大変な負担とな

ります。

現在の医療は、病気が起きてから治すとい

う治療医学の時代から、病気の発症を未然に

防ぐ予防医学の時代へと移りつつあります。

深刻な事態が起こるまで自覚症状を感じるこ

とが難しかった脳神経の隠れた病気も、短時

間で、体に負担なく検査ができるようにな

り、脳疾患の早期発見に主眼を置いた脳ドッ

クは、健康維持に大きな役割を果たしていま

す。

参考までに、医師の立場で脳ドックを勧め

たい方としては、①今まで全く脳神経の病気

をしたことのない方、②脳卒中など脳の病気

をした親族がいる方、③生活習慣病を持って

いる方、④一般定期健診で何らかの異常値を

常に指摘される方、⑤ストレスの多い方、⑥

一度自分の脳の健康状態を確かめたい方とし

ています。

さて、本市においても国保加入者を対象と

した脳ドックを実施しておりますが、市民の

方より、ぜひ受けたいと思って申し込みをし

ても、抽せんに当たる確率が低く、いつまで

待ったら受けられるかという手だてをしてい

ただきたいとの要望がありました。

早速、担当課で現状をお聞きしましたとこ

ろ、国保加入者の４０歳以上の方は約４,０

００名であり、脳ドックの受診希望者は、１

８年度は４０名の定員に対して４００名を超

えており、さらに、１９年度は定員を６０名

にふやしていますが、受診希望者は前年度と

同様であったとお聞きしております。

市民の皆様がこれほど脳ドックに関心を持

ち、希望していることを知ることとなり、明

年に向けては、さらに定員の拡充をしていた

だきたいと願っております。

また、抽せん方法については、今年度、抽

せんに外れた方は、次年度に受けられるよう

な工夫をしていただきたく、その取り組みに

ついてお伺いします。

最後に、４点目の冬期間、高齢者がウオー

キングができ、また、子供たちが自由に遊べ

る場所づくりについてお伺いします。

昨今の健康ブームで、積極的な体力づくり

の一環として、ウオーキングをする人の姿が

まちのあちこちで見受けられます。太平洋側

にほど近い私の町内でも、毎日砂浜を歩くこ

とを日課とする高齢者の方々が大勢いらっ

しゃいます。歩かないと体の調子が悪い、体

重がふえて腰やひざが痛くなるなどと会話の

中でお聞きします。しかし、冬本番の季節に

なりますと、寒さや足元が滑りやすくなるこ

となどから、外に出ることを控え、家の中に

閉じこもりがちになるのが現状です。

そこで、冬期間でも安全にウオーキングし

たり体を動かす場所があればありがたい。何

かいい方法がないかとの声が寄せられていま

す。

また一方で、幼い子供たちを抱える世代か

らは、子供たちを自由に遊ばせられる場所が

なく、大変な思いをしているとの訴えがあり

ます。例えば、せっかくの休日であっても、

狭いアパートの中で子供たちが走り回り、疲

れが増すばかり、休みのたび、子供たちが伸

び伸びと思う存分遊べる場所があれば、その

姿を見守りながら、少しは体を休めることが

できるのにと思っていると言います。

このような要望に対して、本市において取

り組みをしていただけないか、お伺いしま

す。

以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。

ただいまの８番春○副議長（馬場騎一君）

日洋子議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

春日議員さん御質問○市長（種市一正君）

のうち、健康問題の食育については私から、

その他については関係部長等からお答えをさ

せますので、御了承願います。

それではまず、食育についてお答えをいた

します。

近年、食の現状は、日々の忙しい生活を送

る中で、ともすれば食の大切さを忘れがちと
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なることから、最近、健全な食に対する関心

が高まりつつあるわけであります。

昨年からよく耳にするようになりましたメ

タボリックシンドロームの改善による生活習

慣病予防にも、また、家族で楽しく食卓を囲

む機会の確保、食品の安全性に対する理解、

さらには、伝統ある食文化の継承など、改め

て食についての意識向上、みずからの実践が

求められているところであります。

現在、当市におきましても、乳幼児健診時

の食材の味を大切にした離乳食の試食や、栄

養指導、あるいは食事のバランスガイドなど

を活用した、各町内会等での栄養教室、ある

いは手づくりおやつなどの保育現場における

地産地消の推進、教育現場における、栄養士

による食に関する出前授業、地産地消や安全

・安心の面からのイベントにおける地元産品

の利用促進、あるいは市民農園の開設や、食

生活改善推進員などの食育の推進にかかわる

県登録ボランティア団体の活動など、各分野

において、食に関しての事業をさまざまな形

で実施いたしております。

市といたしましても、現在行われている、

これらの各分野と連携をさらに密にしまし

て、市民の食についての意識向上や、みずか

らの実践を推進するための計画の策定が必要

と考えられます。

そのため、食に関する当市の現状や課題に

ついて分析し、三沢市として、三沢市民とし

て何をなすべきかを検討し、推進する組織を

平成２０年度で立ち上げ、この組織におい

て、各分野からの御意見をいただきながら、

平成２１年度までには、三沢市民の食に関す

る意識を育て、守っていける当市ならではの

食に関する計画を策定したいと考えておりま

す。

私からは、以上であります。

民生部長。○副議長（馬場騎一君）

御質問の健康問○民生部長（宮崎倫子君）

題の２点目、特定健診・特定保健指導につい

てお答えいたします。

当市では、これまで疾病の早期発見、早期

治療を目的として、４０歳以上の市民を対象

とし、市民総合健診を実施してまいりまし

た。

しかしながら、特定健診・特定保健指導が

各保険者に義務づけられたことから、保険者

である三沢市国民健康保険では、平成２０年

度から、国保加入者の４０歳から７４歳の方

を対象に、メタボリックシンドローム対策を

取り入れた、新たな特定健康診査、特定保健

指導を実施することとなりました。これは、

生活習慣病、とりわけ、メタボリックシンド

ロームの該当者や予備軍を減少させるため、

対象者を把握し、予防、改善に向けての生活

指導を実施するものです。

実施方法につきましては、受診対象者全員

に受診券を送付し、申し込みをしていただく

ことになりますが、受診者には、これまでの

市民総合健診の形態と同様に実施してまいり

たいと考えております。その後、把握された

対象者に、保健師などによる特定保健指導を

実施することとしております。

なお、国保以外の方についても、各保険者

ごとに健診を行うこととなったため、社会保

険の被扶養者などは、それぞれの保険者が行

う健診で受診することとなります。

次に、御質問の３点目、脳ドック検診の拡

充についてお答えいたします。

脳ドックは、脳疾患などの疾病の早期発見

・治療を目的として、国保加入者の４０歳以

上の方を対象に、平成１８年度から実施して

おりますが、１年目は、議員さんがおっしゃ

るように、受診希望者が４４２名あり、３９

名の実施となりました。２年目となる今年度

については、予算を増額し、６０名を予定し

ておりましたが、受診希望者が４４６名と

なったため、国保運営協議会委員の方々にお

願いし、抽せんを行い、６５名の検診を実施

しております。

このようなことから、平成２０年度におき

ましては、さらに受診者を拡充し、１００人

程度の受診ができるよう増額しているところ

でございますが、予算の範囲内で、できるだ
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け多くの方に受診していただけるように努め

てまいりたいと考えております。

また、前年度受診された方については、翌

年度、遠慮していただくなどの方法も検討し

てまいりたいと考えております。

以上でございます。

健康福祉部長。○副議長（馬場騎一君）

健康問題○健康福祉部長（米田光一郎君）

の４点目、子供が自由に遊べる場所について

お答え申し上げます。

近年の少子化や核家族化の進行、地域社会

の変化など、子供や子育てをめぐる環境が大

いに変化する中で、当市では、子育て支援の

拠点として、三沢地域子育て支援センター事

業を委託により実施しております。

また、親子で利用できる児童館の幼児プロ

グラム「ひよこクラブ」や、保健相談セン

ターでは、健診がないときには幼児控室を開

放しております。さらに、航空科学館には、

子供スクエアなどがあり、親子で御利用いた

だいているところでございます。

御質問の、子供が自由に遊べる場所として

は、これ以外に、親子がグループ等で申し込

んで、中央社会福祉センターを利用したり、

市内にたくさんございます各集会所などを利

用している現状もございます。

このようなことを踏まえ、子育て支援の観

点から、これらの施設をさらに利用しやすい

ように検討してまいりたいと考えておりま

す。

教育長。○副議長（馬場騎一君）

次に、健康問題の○教育長（横岡勝栄君）

４点目、安全なウオーキング道の確保につい

てお答えいたします。

近年、健康のため、日常生活の中にウオー

キングを取り入れる方がたくさんふえており

ます。これに伴い、三沢市でも、今年度は、

７月から１０月末まで、市内住宅街の遊歩道

を利用したコースを設定し、延べ４２回にわ

たり、ウオーキング教室を開催しましたとこ

ろ、毎回数十名が参加され、好評のうちに終

了いたしました。

ウオーキング教室につきましては、平成２

０年度以降も継続する予定ですが、冬期間に

ついても、総合体育館等において、室内ウ

オーキング教室を開催し、歩き方の基本、自

分に合ったペースづくり等の指導を行い、運

動の習慣性を身につけるよう普及していきた

いと考えております。

冬期間のウオーキング道については、必要

な安全を確保することが困難なため、現状に

おきましては、現有の体育施設等を利用して

いただきたいと考えております。

特に、学校統廃合によりできた六川目団体

活動センターの体育館は、冬期間でも土に触

れながらの軽い運動に適しておりますし、校

舎の廊下も利用可能であります。

また、アイスアリーナ、総合体育館、武道

館などの各種体育施設を活用され、冬期間の

健康保持の一助としていただきたいと考えて

おります。

以上でございます。

８番。○副議長（馬場騎一君）

脳ドック検診の抽せ○８番（春日洋子君）

ん方法について、一つだけ再質問させていた

だきます。

参考までにですけれども、青森市におきま

しても３年ほど前から脳ドック検診を導入し

ているそうですけれども、青森市において

も、希望者に対して、申し込み順に受診して

いただいているそうです。そして、早い者勝

ちといいますか、定員を超えた方は次年度に

と、明確に次年度には受けられるという、こ

ういうふうにはっきりとしているものですか

ら、皆様が、ことしは外れたけれども、来年

度は受けられるという、希望を持って待って

いられるということをお聞きしました。この

点について、三沢市では取り組みができない

ものか、お伺いしたいと思います。

以上です。

答弁願います。○副議長（馬場騎一君）

民生部長。

再質問にお答え○民生部長（宮崎倫子君）

いたします。
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今、議員さんからそういう提案もございま

したし、大変いい方法の一つかと思いますの

で、検討させていただきたいと思います。

以上でございます。

以上で、８番春日○副議長（馬場騎一君）

洋子議員の質問を終わります

それでは、一般質問を次に移ります。

１４番舩見亮悦議員の登壇をお願いいたし

ます。

市立病院の新築再○１４番（舩見亮悦君）

検討について質問をいたします。

先ほどの再検討を言い出す人の１人でござ

います。野坂さんの質問の中でありました舩

見でございます。

私の質問は、声なき声が署名活動となり、

新病院建設に再検討を求めるとする署名が１

週間で約１,２００名以上、これは、９商店

会長の連名で集まった事実があるからであり

ます。

三沢市総合振興計画の基本方針も明らかに

なり、市民との協働によるまちづくりをより

一層推進し、将来世代への持続可能な財政構

造の確立を目指していく方向性が明示されま

した。

そして、種市市長は、１２日の本会議にお

いて、平成２０年度における主要施策を六つ

に分けて趣旨説明をしております。その中

で、市が取り組むべき優先課題として、医療

体制の充実、財政健全化や生活基盤の整備等

が取り上げられております。

さて、市立三沢病院は、一部築４０年以上

で老朽化が進んでいるため、新市立三沢病院

を２年後にオープン予定で建設工事関連が進

行中で、今月２８日にも本体工事の入札が予

定されております。

病院の新築問題は、平成１０年代前半から

の課題であり、市民からの公募を含め、検討

委員会を設置し、現在地も含めて会議を重ね

てきたのも事実であります。

しかし、時代の流れとともに社会情勢、特

に経済環境が大きく変化し、あわせて財政環

境も厳しくなりました。医療についても同様

であります。

一方、中心市街地活性化基本計画が、昨年

１２月に国の認可を得たことにより、市民の

期待は大きいものがあります。これは、住ん

でよかったと思えるまち、特色のある個性豊

かな、活力あふれるまちであり、それは、中

心市街地に機能的に配置された公共施設や商

店街があり、ゾーニングができているまち、

いわゆるコンパクト・シティーの創造であり

ます。

今、アメリカンビレッジ構想が進行中であ

り、それに隣接する市立三沢病院の移転は大

きな懸念材料でありましたが、当時は、移転

反対の声は出しにくい状況でありました。

しかし、昨年１１月１４日に開かれた商工

会理事と市議会議員との意見交換会では、本

来は病院移転後の跡地利用についてでありま

したが、２時間の懇談会の大半が、専ら移転

反対の意見が続出したと聞いております。

また、多くの市民は、昨年発行された広報

みさわ２００７臨時増刊号で、市の財政問題

について、公債費比率が２０.３％であるこ

とや、病院新築問題についても、移転新築建

設費が１２９億円の２分の１が借金であるこ

とをはじめて知ったのであります。

このような中、遅きに失したと言われなが

らも、声なき声が署名活動となり、市民の声

として、中心市街地活性化基本計画区域以外

への病院移転は、中心市街地を形成する上で

大きなマイナス要因になり、再検討を求める

とする署名が１週間で１,２００名以上集ま

り、市長及び議長に対して、要望書の提出や

請願書の提出になってあらわれております。

新病院の設計図もできており、病院移転は

進行中とはいえ、この市民の声には重いもの

があります。

また、少子高齢化が進む中、人口減少に伴

い、税収の減少が予想される状況下、市財政

一般会計においても、４年後には赤字化する

と財政担当部局から発表されたところでもあ

ります。

以上の理由で、新三沢病院の建設は、いま
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一歩立ちどまり、再検討の上、新病院建設実

施を考えるべきと思います。

それでは、具体的に項目を挙げて質問をい

たします。

一つは、病院を移転しようとしている場所

は、まちづくりの観点から、将来に禍根を残

さないのかであります。

病院移転先地検討委員会では、堀口地区、

松原地区、深南地区の３カ所に絞って報告し

たと聞いております。本来であれば、これだ

け大きなプロジェクトであれば、議会におい

ても特別委員会を設置して、議会の意見を聞

くことも必要だったのではないでしょうか。

また、昨年１２月、中心市街地活性化基本

計画が国の認可を得たことにより、市民の期

待は大きいものがあり、さらに、移転した病

院跡地利用については、先ほどの答弁では、

老人福祉施設や複合施設など、検討委員会を

通じて検討しているという答弁でしたが、

はっきりしたよい案がまだ浮かんでいないの

も現状であります。病院にかわるものがない

のが現状であります。

病院の中心市街地以外の移転は、年間２０

万人から３０万人の来院者──これは集客力

と言ってもよいかもしれません──が中心市

街地から消えてしまうのであります。

また、さきにも述べました商工会理事と市

議会議員との意見交換会では、市の赤字財政

化が必至の中で、跡地利用の予算がとれるの

かという意見もありました。

よって、今の病院との複合施設が一番よい

と言っている識者の声もあります。

二つ目は、中央吹き抜け４階建てが果たし

てベストな設計なのかであります。最近、他

自治体での病院建設は、無駄な空間等を極力

抑え、効率よい設計になっていると聞いてお

ります。

三つ目は、２階建てのほうがコストも安

く、災害対策上も安全で、医療業務において

も効率がよいのではないかと思います。

四つ目としては、今でも一般会計から４億

円以上を繰り入れし、ようやくペイできてい

る状況で、新病院経営上に財政負担が増加し

ないのでしょうか。

また、県内の地域中核病院にされていない

ことも不安材料の一つであります。

おとといの１２日に放送されましたＮＨＫ

クローズアップ現代でも、先ほど附田議員か

らの質問にもありましたが、クローズアップ

現代でも、「病院が町を追い詰める 大赤

字」と題して、赤平市の例を挙げて放送し、

問題提起をしておりました。

最後に、基地内にある自衛隊三沢病院との

連携はできないのでしょうか。病床５０床あ

る病院長の一言として、平均寿命が全国で最

も低い、また、医師の充足率も低い青森県で

診療しているとして、周辺医療機関と連携し

て診療するほか、衛生隊とともに成人病など

の予防医学を進めていますとコメントをして

おります。

以上、市立三沢病院の新築再検討について

質問をいたしました。御答弁をよろしくお願

いいたします。

ただいまの１４番○副議長（馬場騎一君）

舩見亮悦議員の質問に対する執行部の答弁を

求めます。

市長。

舩見議員さん御質問○市長（種市一正君）

のうち、病院問題の１点目については私か

ら、その他については関係部長等からお答え

をさせますので、御了承願います。

それではまず、第１点目の三沢病院新築及

び場所につきましては、繰り返すことになり

ますけれども、広く市民の意見を集めるため

に、平成１１年度から２カ年にわたりまし

て、公募を含む一般市民や高齢者団体の代表

などで組織をする市立三沢病院の移転先検討

会で議論を重ねていただき、まさに、望まし

い病院像及び建てかえ候補地を、平成１３年

３月に御提言いただいたところであります。

望ましい病院像として、閑静な場所にあ

り、ゆとりある療養を行うことができるなど

が提言され、また、建てかえ候補地について

は、議員がおっしゃるように、現在地の中央
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町のほか、深谷地区、深南地区、山形開墾地

区、堀口地区、松原地区、市民の森地区の計

７カ所が提言されたところであります。

これを受けまして、市役所内の部長級で組

織する三沢市立三沢病院建設準備委員会など

において検討を重ね、平成１７年４月には、

三沢市連合町内会などの各種団体の長から建

設場所について意見の聴取を行ったもので、

その結果、山形開墾地区が建設地として最も

ふさわしい場所であるとされ、三沢市議会全

員説明会を経て、予算の議決をいただき、事

業に着手したところであります。

候補地の一つでありました現在地の建てか

えにつきましては、仮設病院の建設や駐車場

用地を含む敷地の拡張には、その用地費及び

周辺店舗、住宅の補償費など多額の費用が見

込まれ、候補地の中で事業費が最も高額とな

り、意見聴取結果の中では、７カ所中最下位

となったものであります。

山形開墾地区は、そのような経過を経て決

定された建設場所でありまして、中心市街地

から離れておりますが、閑静な場所であり、

また、駐車台数を確保できることから、患者

さんがゆとりある診療及び療養ができるもの

と考えております。

今後とも市民の皆様に信頼される病院づく

りを目指して頑張ってまいりたいと思ってお

ります。

以上であります。

病院事務局長。○副議長（馬場騎一君）

市立三○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

沢病院の新築再検討のうち、第２点目と第３

点目の４階建てより２階建てのほうがよいの

ではないかとの御質問は、関連がありますの

で、一括してお答えさせていただきます。

一般的には、同規模の建物を建設する場

合、階数が多く、建築面積が少ないほうが、

基礎や屋根面積は少なく、建設コストも割安

で済むと言われております。

新しい病院は、患者さんにわかりやすく、

利用しやすい動線となるよう、外来部門を１

階に集約し、また、病棟については、スタッ

フステーションから病室までを短い動線とし

て、患者さんへの素早い対応ができるよう効

率的に配置した結果、地上４階建てと計画し

たところでございます。

また、建物の安全性を確保するため、地震

力を軽減する免震構造としており、震度６を

超えるような大地震でも病院機能の維持が確

保できる構造としております。

第４点目の病院経営の見通しでございます

が、現在の収支計画では、新しい病院の建物

や新たに購入する医療機器などの減価償却

や、病院事業債の借り入れに伴う元利償還金

が平成２２年度からふえてまいります。

しかしながら、企業会計の損益勘定には、

現金の支出を伴わない減価償却費などが計上

されており、これらの経費を差し引いた減価

償却前収支では、現在の医師や看護師の人数

を確保していることが大前提となりますが、

平成２２年度以降も毎年度黒字を見込んでお

り、病院経営上最も重要である不良債務は発

生しない計画となっております。

最後の第５点目の、基地内にある自衛隊病

院との連携はできないかとの御質問ですが、

自衛隊三沢病院は、隊員とその家族の診療に

当たる職域病院として設置され、しかも、三

沢米軍機地内にあるため、一般の方が簡単に

利用できない病院であることから、診療科目

の分担は困難な状況となっております。

しかしながら、緊急時などには、自衛隊三

沢病院と医療活動ができるよう、現在も協力

体制をとっており、今後とも市民の皆様に安

心される病院づくりを目指してまいります。

以上でございます。

１４番。○副議長（馬場騎一君）

再質問をいたしま○１４番（舩見亮悦君）

す。

先ほど質問の中でも申し上げましたけれど

も、青森県の中核病院としては指定されてい

ない我が病院なのですが、今、全国的に医師

不足、そういう中で、そのために集中的に医

療体制をつくるために、地区病院に指定して

いると思いますけれども、将来的に、そうな
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ると補助的といいましょうか、そういう病院

になる可能性も含まれていると。そういうふ

うに私は危惧するのですが、その件について

はいかが考えておりますか。

答弁願います。○副議長（馬場騎一君）

病院事務局長。

上十三○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

地域の医療圏域の中で、三沢病院は中核的な

役割を果たす病院として指定を受けており、

確かに十和田中央病院と当病院と、二つ大き

な病院がございますけれども、それぞれに、

市立病院のほうは、がんに特化した病院とし

て、そしてまた、三沢市民の生命、安全を守

るために、補助的な病院にならないように、

院長以下職員全員で頑張って、生き残るため

にいろいろな努力をしていきたいと思ってお

ります。

以上でございます。

１４番。○副議長（馬場騎一君）

ということは、○１４番（舩見亮悦君）

今、十和田病院のほうでも、例えば産科医が

足りなくて、三沢市は今間に合っているわけ

ですが、その辺のことも十分安心して、新病

院ができた暁には診療にかかれるという約束

をしてもらえますでしょうか。

病院事務局長。○副議長（馬場騎一君）

平成１○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

７年度から、十和田中央病院、それから公立

七戸病院、野辺地病院の産婦人科医がいなく

なり、上十三地域の自治体病院では、当院が

唯一、お産を取り扱える病院となっておりま

す。

しかし、皆さんも御存じのように、産婦人

科医の公立病院からの離れというのは、これ

は、もう流れは引きとめられないものがござ

いまして、将来のことは確約はできませんけ

れども、この上十三地域の中でお産を取り扱

える病院として生き残れるよう、院長以下、

お医者さんを確保するように努力していきた

いと思っております。

以上でございます。

以上で、１４番船○副議長（馬場騎一君）

見亮悦議員の質問を終わります。

─────────────────

本日は、これを○副議長（馬場騎一君）

もって散会いたします。

なお、明日も引き続き一般質問を行いま

す。

午後 ３時２５分 散会


